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まえがき

タイ王国の今日の何れを語るにしても､ 1997年7月に発生した｢通貨危機｣から始めて誤りは

ないo それほどに｢通貨危機｣は同国のすみずみにまで大きな影響を与え､現在もその影響から

抜けきれないでいる｡通貨危機はアジアの奇跡とまでに評された戦後復興の過程とそれに続く30

年に亙る経済発展の結果を一瞬の間に崩壊､または様相を-一変させてしまったo

タイ国の経済発展は1961年の第1次5ケ年計画の開始と共に始まった｡計画の段階を経るごと

に農業立国であった同国は､急速に製造業依存への変貌を重ねた｡ GDPに占める農林業と製造

業の比率が､ '60年代には3対1であったものが､ 70年代には2対1となり､ 80年には1.5対1

にまで変化した｡ '90年代に入ると1対2へと逆転をしている｡このような急速な経済構造の変

化の裏には､外国資本の積極的導入による資金とそれまで古来より国を支えていた農林業部門か

らの労働資源の転換がある｡

繁栄を牽引するはずの製造部門は対ドル為替の固定で急速に輸出競争力を落とし､投資された外

国資本が不動産-と流れることで｢バブル経済｣が生じ､その危機感から外国資本が一瞬の内に

タイ国内から流出することで｢通貨危機｣は発生した｡その後には､職場を失った労働力とこの

間､開発が停滞した農業が残る構図となった｡

経済の混乱は社会の混迷をも招いている｡貧困層の急増､都市部における経済再生が容易なもの

ではないとの認識が浸透し始めて､農村部への帰農者が増えている｡その数は既に200万人に

も及ぶとの観測がある('98年10月時点)｡しかし､帰農者の増加により､農家の平均収入は総

体的に落ち込む結果となっている｡

危機以降､経済の根幹で国を支えているのは､古来同様｢農業｣である｡他の産業が停滞する中

で､ '97年から'98年の間に農業関連の延びは20%を超える状況である｡今､原材料から製品ま

でを賄えるのは｢農業｣でしかなく､国民-食の供給と外貨獲得は農業が担わざるを得ない｡

豊かな天然資源､教育程度の高い人的資源などの活用により農業部門の強化を柱とした経済再生

を社会救済の観点から早急に行う必要に同国は直面している(つ 今回､ここで提案する｢農産物品

質開発･流通管理改善事業｣はこれらの必要性に応えられるものである｡

最後に､今回のプロジェクト･ファインディング調査にご指導､ご協力いただいた在バンコクF]

本大使館､タイ王国農業協同組合省関係者およびJ I CA専門家諸氏の方々に深甚なる謝意を表

する次第です〔)

｢農産物品質開発･流通管j聾改善事業｣調査[朝

森 明司



タイ政府は農民支援政策の一環とし

て70年代にCentral Market事業を

開始した｡各地方地方の都市に農

民が安心して米や農産物を出荷で

きる施設を設けた｡現在全国で約

860ケ所に到するといわれている｡

左の4葉の写真はCentral Market

の雛形パースであるo約長辺

120m､短辺80m(約1ha未満)の区

画の中にコメの天日乾燥場､仮置

場､倉庫､給油所､脱穀､精米施

設､組合事務所などが整備されてい
る｡

模型はあくまでも棲準的なもので､

現状は組合ごとに区画面積.施設

内容が異なるとのことである.

いずれにしても施設の構成は"コメ"

を主体にできており､他の作物のた

めの施設構成とはなっていないo

今後､ポストハーベスト/流通の面

から､これら既存のCentral Market

をコメから他の作物をも扱えるものと

するには､施設の改変のほか.技術

普及の施設や市場情報の伝達施設

などの付加が求められてくるo
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同組合はバンコク首都圏の郊外に

位置する(車で約1.5時間)都市近郊

地域である｡

基本的な構成はcentral Marketス

キームの模型と同様であったo扱う

作物はコメであり､他の作物は個々

の農家が独自のルートで仲買人や

加工業者に販売している｡

脱穀精米機(上よリ2枚目写真)は設

置以来20年以上を経ているとのこ

とだが､上手く保守･監理がされてい

るo(処理能力2トン/時).収集した

コメは一旦仮置場に置かれる(左写
真)a

天日乾燥の情景｡

横枠トラクターで常時混合している

が､こd)作業の間に粉砕されてしま

い､ロスが多いo
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バンコク市の下町にあるマーケット

の一つで､映画館を核とした周りの

路地で市場が営まれている｡

同市場はRetai,erを対象とした商い

がされ､数十の小区画が設営されて

いる｡扱う品物は､野菜･果樹が主

であり､一部に鮮魚の区画もある｡

コメの取引はされておらず野菜･果
樹の販売は夜7:30頃から夜11:00

頃までの間に行われている｡鮮魚等

は朝の時間帯で扱われるo

市場での販売では日本のような"読

り"は行われず､個々の店で売手と

買手の間のやり取りの中で価格が

決められているo
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タラット･タイ卸売市場はタイの民間不

動産会社が1996年に建設したもの

で､バンコク市北方約40kmの国道1

号線沿し＼にあるo総面積約90haの

区画の中に､扱う品目別の市場(約

50m四方)建屋が6棟設けられてい
る｡

各市場建屋の中は市内の小規模市

場同様にブースで分かれ､各店々

が年会費と月ごとの維持一管理費を

払って営業している｡市場建屋の外

では左写真のように屋外市場も営業

しているo販売の対象は市内及び周

辺のRetaiLerである｡

またバンコクの下町でよく見かける

移動野菜屋もここで仕入れている｡

売買は"競り"ではなく､各店々ごと

に交渉して価格が決められている｡

市場全体の営業時間は24時間であ

るが､扱う品物により異なり､野菜･

果樹は真夜中から早朝であるo左写

真は朝5時頃の屋外市場での養豚

業者による生ごみの回収状況であ

るo生ごみが/くンコク市内の外で止

っているのは.首都圏のごみ処理に
大きな貢献となっているo
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1社会･経済現状

`97年夏に始まった経済危機は世界を一巡したところである｡この経済危機に関する評価は専門

的立場で多くが語られているので本報告では割愛するが､近年の同国を概観する上で､一つの大

きな契機である事に間違いはない｡本章ではこの経済危機以前とその後について分離して述べる｡

1.1経済危機以前

タイ国の国内総生産(G亡)P)の産業別構成比は81年に製造業のシェアが22.4%と農林水産業の

21%を上Lujった｡その後も､ 85年のプラザ合意や87年のルーブル合意に伴う円やアジアNIES

諸国･地域の通貨の切り上がりを契機に､日本､アジアNIES諸国･地域からタイ-の生産拠点

移行が加速されたこともあり､製造業のシェアは93年には29%と順調に拡大した｡他方､農林

水産業のシェアは10% (93年)と10%を切り､製造業の伸長ぶりと好対照をなす状況となった｡

こうした外資流入は貿易構造の高度化をもたらし､ 93年の輸出総額に占める工業製品の比率は70

年の4.0%､ 80年の32%から､ 93年には80%と約8割に達した｡こうした貿易構造の高度化に

より､タイは先進国市場の景気動向を受けやすい体質に変化する一方､国内向けとは異なりライ

バル国との競争上､最先端の技術や品質管理などが要求されるに至った｡

外資の流入はこのほか､賃金水準の上昇をもたらし､ 93年の1人当たりのGl)Pは2,118ドルと

なり､高い経済成長を支える要因となった｡ また､特に首都バンコクでは93年の1人当たりの

GDPは7,500ドル程度と推定され､中間所得層を生み出し､商品市場でも住宅､乗用車､電気製

品など中間所得層をねらった商品が売れ筋となっている状況が続く状況を生んだ｡

また､タイに拠点を有する企業にとり､市場は先進国を中心とする輸出市場から国内･域内市場

に移行する傾向が見えた｡これは､タイが実質8%程度の成長を続け､国内市場が拡大したこと

のほか､インドシナ･ミャンマーなどの近隣諸国が市場経済化の進捗とともにタイの後背地とし

て､タイの経済圏に取り込まれる形となったからである｡

このほか､ ASEAN諸国では関税引き下げを柱とし､ ASEAN としての単一一市場化を図る AFTA

(ASEAN自由貿易圏)が動き始めてASEAN域内需要が高まる要因になった｡

表1.1.1 経済成長率等

1989 1990 1991 1992 ー993(P) 1994(tJ､)

実質Gt)P(100ハJJy) I,749,952 I,953,382 2,117,582 2,285,339 2,473,一oo 2,684,400

伸び率 12.2 ーー.6 8.4 7.9 8.2 8.5

各目(;i)P(′∴-ツ)I.856､992 2,l91,094 2,519,618 2,833,277 3,ー70,500 3,604,700

伸び率 19.l 18.0 15.0 12A l1.6 】3.6

1人当たり各日GNP 33,204 38,582 43,612 48,166 53,617 60,258

同ドルベース L292 i,508 1,709 i,896 2,ll8 (2,396)

人｢1(フj~人､年末) 5,589 5,630 5,696 5,779 5,854 5,930

為替レート 25.702 25.585 25.5ー7 25.400 25.319 25.l50

(沌) p:速報値1二:見通し値｡

(～_l-1.所)実質GDP (19R8価格)各目GDP､ 1人当たり各目GNPはNESt)良

(国家社会経済開発庁)国民所得統計｡

カツコ内yTこ土ジェlru ･バンコ'/ ･センター試算Ll為替レ-ートはIf:S LV) 単位はバーツ/1米ドル)
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表1.1.2 各目GDPの主要項目別内訳

(単位: 100万バーツ､ %)

1990 EEEEl 1992 1993(P)

総消費支出 65.3 64.8 64.3 2,040,206 64.5

民間 55.9 55.5 54.4 1,714,681 54.2

政府 9.4 9.3 10.0 325,525 103

総固定資本形成 41.1 42.0 39,6 I,265,005 40.0

建設支出 20.2 2】.1 20.2 630,49l l9.9

民間 15.6 ー5.8 14.4 449,870 14.2

政府 4.6 5.3 5.9 l80,621 5.7

設備投資 20.I 20.ー 19.0 631,157 20.0

民間 l8.5 18.2 l6.8 575,632 18.2

政府 i.5 1.9 2.2 55,525 I.8

在庫投資 0.8 0,8 0.4 3,357 0.I

財.サービスの輸出 34.0 35.4 36.3 1,169,839 37.0

財.サービスの輸入 41.5 42.5 40.5 1,299,lot 4ー.1

統計上の誤差 2.I 0.2 0.3 △l4,575 △0.5

GDP 100 一oo 一oo 3,l61,374 100

(出所) NESDB国民所得統計｡

表l.1.3 実質GDPの主要項目別伸び率

1990 ー991 Ⅰ992 Ⅰ993(P)

総消費支出

民間

政府

l1.6 6.6 7.5 8.0

12.3 6.2 8.1 7.9

7.8 6.5 6.5 7.8

総固定資本形成

建設支出

民間

政府

30.8 ー2,5 5.3 9.7

23.I ー2.3 5.4 8.8

22.4 9.4 △0.4 9.6

25.6 22.0 23_3 7.O

設備投資

民間

政月守

36.7 12.9 8.3 1l.7

34.8 10.6 5.5 l5.5

63.I 40.I 34.I △1().5

在庫投資* 17.835 19,242 6.924 2.362

財.サービスの輸出 】2.4 15.8

財.サービスの輸入 24.5 14.3

統計上の誤差

Gr)P l1,6 8.4 7.9 8.2

(注) *在庫投資は実額(100バーツ)o (出所) NESDB国民所得統計

1.2 経済危機以降

急激な経済成長がもたらしたある意味で脆弱な金融制度が今回の経済危機の根源であるとの見方

が大勢を占めている〔‥タイでは80年代後半から90年代初めにかけて､海外から(})短期投機資金

が不動確に投資され､バブルを生んだc,未だに危機の実態は統計として公表されるに至ってはな

いが､ '96年に経済成長率が5.5(%)であったものが97年にはマイナスO.4%と結論付けられ､ 98

年はマイナス 7'%,と予想されているu 大手銀行の債権に占める不良債権比率は40%､総額3800

億//J:,]に及ぶと見込まれている｡
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断片的な観測によるタイ国経済の現状は以下のよ

うな状況である｡すなわち､失業率は6%と過去

10年間には見られなかった状況である｡自動車メ

ーカーの操業率は往時の16%に落ち込み､雇用不
安と消費落ち込みの悪循環は､家電製品や家具な

どの家庭耐久品の販売にも影響している｡バンコ

ク市内には建設中断のビルを散見できるが､その

数は300件に達しているとの観測がある｡

過去3ケ年の経済指標
96年97年 r98年

経済成長率 5.5%-0.4% I--7.0%

インフレ率 5.90%5.60% 9.20%

経常収支
(GNP比)

外貨準備高

-7.9%-p2.0%

l10.0%

387億トミル;270億ト～ル275億トミル

96年､ 97年は実績o 98年は政府がIMFに'98年8月

に出した目標値

一方,金融システムを立て直すため､政府は98年8月に包括的な金融再建策を打ち出し､漸次
その効果が現れてきている｡政府が3000億ハヾ-ツの国債を発行し､金融機関が増資のために発行

する優先株や劣後債を引き受けることや､民間銀行の不良債権処理促進を柱としている｡通貨ハヾ

-ツの下落による輸出価格低下から同国の輸出額(ハIt-ツ建て)は急増しており､ 98年1月から6

月の輸出総額は前年同期比で62.3%増となっている｡支える業種は衣料､食品､電子部品などで

あるc経常収支の黒字幅拡大で外貨準備も回復している｡一時底をついた外貨準備も輸入額の約

7ケ月分相当の270億ハヾ-ツに拡大し､危機的状況を脱した｡

ハ～-ツは米ドルに対して安定してきており､国内の金利も低下傾向にあるc 98年の実質経済成長率

はマイナス7%との予測があるが､経済回復の条件は整いつつあるとの分析結果も見られるよう

になってきているが､根本的な解決にはここ数年を要するとの見方が大勢を占めている｡

2.農業開発の現状と課題

2.1タイ国経済における農業の位置付け

タイ国は急速な工業､商業の発展に伴い､インドシナ地域における工業､商業､通信､貿易の主
要センターとしての地位を築きつつあるが､農林水産業は以下のように依然として同国の重要な

産業の一つとなっている｡

(り 農地の国土面積に占める割合

1993年の農地面積は1億3126万ライと国土総面積の40.3%もの高い比率を占め､国土及び自然

環境の保全機能を発揮している｡｡

(2) タイ国民に占める農業人口

農業人｢二け士1961年の73. 1%からは少しずつ低下してきているものの､ 1991年のそれは3585万

人でタイ国民の62.5%であり､依然として高い割合を占♂二)ている..｡また､ 1991年の農業分野の

総労働人口(i5歳から64歳)は1948万人で､総労働力の約67'粥'を占めていたのが1995年には

i(;'jl万人(49.こ',O/o)になっている〔〕依然として最も高く人口を吸収している重要な産業となっ

ているし｡

(3) 国内総生産(GDP)に占める農業部門の比率

総Gt)Pに占める農林水産業のGDPシェア-は国家経済社会開発計画5カ年計画が実施される以前

IJ_) 1950年(r) t5.20/(,からその後減少していき､ 1991年には12.∠1%､ 1995年に(丁丈10.9O/(,圭でに低

下しているが､依然として吏要な産業となっている.‥)

-
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(4)総輸出額に占める農産物輸出額の割合

農産物(生鮮品､加工品)の1990年総輸出額は総輸出額(5898億1300万バーツ)の22.5%を

占め､貴重な外貨獲得産業になっている｡

表2.1主要産品別輸出動向
(単位:100万バーツ､ %)

1990 1991 1992 1993 1994

農産物 100,003 109,279 123,8()9 110,695 129,463

(17.0) (15.1) (15.0) (ll.8) (ll.4)

水産物 32,507 43,703 48,793 55,689 67,767

(5.5) (6.0) (5.9) (6.0) (5.9)

鉱産物 7,438 7,530 6,803 5,749 6,813

(1.3) (1.0) (o.8) (0.6) (o.6)

工業品 440,395 553,187 634,385 752,558 918,742

(74.7) (76.3) (77.0) (80.4) (81.0)

その他 9,470 ll,931 10,852 ll,171 10,504

(1.4) (1.6) (1.5) (1.2) (0,9)

輸出総額 589,813 725,630 824,642 935,862 1,133,289

(注)カツコ内は構成比

出所:タイ中央銀行

(5)国家総予算に占める農林水産関係予算の割合

農林水産関係予算は1981年以降1990年までの間､国家総予算の6.8-8.5%を占めており､ 1990

年ではこれが国家総予算3350億バーツの7. 7%となっている｡

(6)個人消費支出額に占める食料･飲料の割合

1990年の個人消費食料･飲料額は2万335バーツであり､個人消費支出額に占める割合は34.2%

であるし二.

2. 2 農業生産と農産物需給の動向

(1) タイ国の主要農産物

気候､土壌が地域毎に多様に変化しているタイ国では､栽培作物の種類も稲作､畑作物､野菜､

果樹､ ~1二芸作物､繊維作物､油料作物と種類がきわめて多種多様であるこ〕熱帯産の作物､果樹､

野菜のほか､北部地域､乾期(I_)冷涼な時期に温帯産の作物､果樹､野菜も栽培されている亡 主要

農林水産物を列挙すると､表のように米(うるち凍､稀米､バスマテイ米)､トウモロコシ､ソ

/L,ガム､キャッサバ､マングビ-I-ン､ブラックマッペ､サトウキビ､綿､ケナフ､ジュート､養

蚕､人i-}7二､落花生､パーームオイル､パラゴム､コゝ-･ヒ-ー､ココア､カシュー-ナッツ､ロンガン､

ランプし一夕ン､ライチーー､ブトウ､マンゴー､マンゴスチン､タンジェリン､ドリアン､パイナ

ソブル.､ポメロ､アスパラガス､ベビーコ-ーン､タケノコ､ト･･Jト､コショウ､花｡観葉植物､
持剰勾､鶏肉､鶏卵､あひる肉､あひる卯､エビ､イカ､マグロ缶詰であるし} このうち栽培面積が

大きい丁卓二要作物は､凍､トウモロコシ､キャッサバ､サトウキビ､大豆､綿､ケナフ､ソルガム､

マングビ-ン､落花生である(,

(2)農業生産の地域別特徴

タイ同は北部､ rT7_央部､南部､東北部の4つの地域に区分され､天候､土壌､水資源及び他,j)自
然条件などに上り栽培作物の種類､栽培方法を異にしている｡､ニれら地域の農業的特徴は以下ーの

通りである._㌔
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① 北部は17県から構成され､米､豆類(ダイズ､マングピーン)､タバコ､野菜､果樹(ロンガ

ン､ライチ､マンゴー､温帯果実など),花井(ラン､温帯花)が主要作物である｡この地

域はかつてチーク木材で知られていたが､近年､茶､椎茸､イチゴ､レモン､クリ､リンゴ､

ウメ､花井等の温帯園芸が山岳地域の麻薬栽培代替作物として奨励されている｡適度な降雨

と温暖な気候に恵まれているので､広範な種類の農産物を生産しうる地域として発展が期待

されている｡

② 中央部は25県から構成されており､長期にわたりタイ経済を支える米の主要生産地帯とな

っている｡潅概は他地域に比べて高い普及率である｡この地域の農業は労働集約的かつ土地
集約的である｡その良い例がバンコク近郊県で見受けられる輪中式野菜､果樹栽培である｡

近年パイナップル､果樹の栽培が広まっており､本地域は農業開発の最も進んだ地域として､

タイ農業における重要な役割を演じている｡米､野菜､果樹､畜産(酪農､養豚､養鶏､ア

ヒル飼育)が主要な農業であるo また､海岸地域の-一部では製塩業も行われている｡

③ 束北部は17県から構成されている｡この地域では降雨量の年間格差が著しく大きく､ 78%

の土壌が塩害･酸性･低有機質t砂質土壌等の問題土壌であり､この他､エロ-ジョンの起こ

りやすい土壌もあり､過酷な条件下に置かれている｡このため､この地域の農家1世帯当た
りの総所得(1988年で2万6015バーツであり､中央部の29.5%に相当)は他の地域に比べ

て最も低いものである｡主要な栽培作物は米､キャッサバ､綿､トウモロコシ､ケナフ､ス

イカである｡この地域の米の作付け面積はほぼタイ全土の半分を占めている｡

④ 南部は14県から構成されている｡熱帯降雨林を持つ気候と言う点で他の3地域と異なって

いる｡主要農産物はパラ･ゴム､オイル･パームであり､この他､米､果樹､カカオ､コーヒ

ー､エビ養殖が行われている｡

(3)主要農産物の需給の動向

タイ国の伝統的な輸出農産物は､米､トウモロコシ､ソルガム､キャッサバを始め､マングビ-

ン､ブラックマッペ､ケナフ､ジュート､タバコ､砂糖(サトウキビ)､天然ゴム､コーヒー､

カシューナッツ､ロンガン､ランプ一夕ン､ライチー､マンゴスチン､ドリアン､パイナップル､

ポメロ､アスパラガス､ベビーコーン､タケノコ､トマト､コショウ､花･観葉植物(ラン､.バ

ラ､ガ--ベラ､ジャスミン､アスター等)､豚肉､ブロイラー肉､鶏卵,アヒル肉､アヒル卵､

エビ､イカ､缶詰マグロと多種にわたっているc このうち主要輸出品は表の示すように米､トウ

モロコシ､キャッサバ製品､砂糖製品､タバコ､ゴム製品､ケナフおよびジュート､綿製品､マ

ングビ-ーン､鶏･アヒル肉､生アヒル､エビ､魚､イカ･タコであり､これらの1990年の総輸出
額は2, :/2/10億39()0万バーツと工業製品額の37. 9%を占めていた(,

また､主要輸入農産物は､小麦､モルト､綿､絹より糸､大豆ダイズ粕､落花生､ /i--ムオイル､

ココア､生牛､生水牛､乳製品､魚粉､冷凍マグロ､丸太(マレーシア､ミャンマーー､カンボジ
ア等よV)輸入)である｡,主要輸入農産物の19H9年の総輸入額は1,2O2億･4400方バーツでl-,業菅笠

品等を含む総輸入額,j) 15. !壬',?i,を占めていた〔)
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表2.2.1 主要農産物の作付面積及び生産量
(単位:1000ライ､ 1000t)

区分 作付面積 生産量 統計年

雨期作米 58,205 14,902 1991

乾期作米 3jo5 2,291 1991

バスマテイ米 7 ~3 1990

トウモロコシ 10,910 3,722 1990

ソルガム 1,215 237 1999
キャッサバ 9,010 20,460 1990

マングピーン 2,gO8 303 1990

サトウキビ 4,930 40,661 1991

棉 520 113 1991

ケナフ及びジュート 895 181 1990

絹より糸 415(桑作付け面積) 2 1990

大豆 2,657 530 1991

落花生 760 161 I990
パームオイル N.A二 1,250 1_191

パラ.ゴム ll,661 1,339 1191
コーヒー- 422 47 1991

カシューナッツ -Ado 34 1989

ロンガン 160 57 1989

ランプ∴タン 441 528 1989

ライチー ttL) 24 198_9
ブ卜ウ 24 54 1989

マン′コ- 1,161 440 19@9

マンゴヌチン 116 7テ 1989
タンジェリン 277 652 1989

ドリアン ~~~~51~白 487 1989
パイナツプ/レ 510 1,9白o 1991

ポメロ 88 70(100万個) 1989

アスパラガス EE
_8

19_90

ベビーコーン 126 117 1_990
タケノコ 1~1~-6 9~7 1990

トマト 62 206 19_9Q

コショウ 2g 1β 19_91

花の総作付け面積 30 1989

内､ランめ総経け付面積 14 1989

出所:農業協同組合省農業経済局

3.農村社会の当面する諸問題

(]_)農業所得の伸び悩みと農産物の輸出競争力の低ーF

タイ国内の所得格差は拡大傾向にあり､現在､バンコクと東北タイとの所得比は9 : ~lと言われ

ているし このようにタイ0て)農村と都市の所得のインバランスは大きな国内問題となっている::,第

7次5カ年計画においても地域間の所得格差の是正と言う表現で本件が取り上げられている.J

タイ政府はこの問題の解決に農村地帯-の~~l二業導^や農産物の付加′鮒直を__i二げるた捌こ農家や農
協に農業関連事業を興させるように融資制度等の整備に力を入れているほか､農産物価格の季節

変動を緩和し､農民U~)所得を向__i-.させるために農産物の販売延期oつため(,r,)融資をfi^ACに創設さ

せるなどの政策をキt-+'ている.:

ニの点においてタイ政)ft-fは日本において行われたような農民の所得向上を狙った農産物の価格支
持政策け打っていないが､タイに進出した日系企業等で農産物を生産加工し､日本への輸出を狙

った企業が行う農産物の契約栽培ではその買取り価格の高額設定を求めてきている｡

またー､ゴムの国際機関であるINROではタイ政府は生産国の急進派的存在と成りつつある､｡ 199:i

牛から9,1年にかけて､タイ等の生産国は､先進国側の主張する】NR()の規約に従いi＼R(〕の天然

ゴム先物rf)'場介入価格の引き下げ要求に応じない等の動きをしていた′二.しかしながら､本件に関

しては他の生産国などが譲歩したた鮮,タイ政府も譲歩し､ TNR()の!/Jt裂は避けられた.

-
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このようにタイ政府は自国の財政負担を伴うような大規模な価格支持政策1)は現在とられていな

いが直接財政負担を伴わないものについては積極的に取り入れている0

一方､経済成長に伴う労賃の上昇等により農産物の輸出競争力は明らかに失われつつあるo

例えば､米の輸出競争力は1993年1月以降のタイのBOT価格の低迷で､低級米の価格低迷に引

きずられるように高給米の価格も低迷した｡これはタイ米と競合関係にあるベトナム米の出現に

より､競合関係にあるタイの級米の需給がだぶつき､国際市場で米価格が上昇しなくなったため

と考えられる｡

他の農産物､キャッサバ､砂糖などの国際商品も軒並み価格は低迷しており､ブロイラーにおい

ても後続の中国に日本の市場を奪われつつある｡

このような国際商品等の価格低迷に対して､タイ政府は価格支持政策は取らず､一種の輸出補助

金を輸出業者等に供与する事で輸出競争力を保とうとしてきた｡しかしながら､ 1995年1月以
降ウルグアイ･ラウンド以降､輸出補助金が否定される方向にあり､タイの代表的農作物はその

市場を失うことが想定される｡

農業所得の伸び悩みと農産物の輸出競争力の低下は地域間の所得格差を拡大し､今後益々大きな

問題となる事が予想される｡

(2)森林の減少､塩害等自然条件の悪化並びに土地制度の不備による農地の劣化問題

タイの森林の減少は国際的にも有名である｡東北タイから東部タイにかけて､薪炭不足に悩む村

の出現がある｡そのような村では成長の早いユーカリを村の入会地に植林し､共同で利用してい

る例もあった｡

また､東北タイでは森林を皆伐し､農地に変えたことにより､地下の岩塩層から塩分が地表に上

昇し､農地が耕作できなくなった地域が至る所に出現し､現在､塩害地は土漠化しつつある｡

一一方､土地制度の不備から､荒廃農地が至る所に出現している｡これは､農民の土地収奪型農業
による耕作不能地の放棄､また､過度な小作保護政策により地主が土地なし農民に対して土地を
貸さないため､耕作されない土地だけが残ることによっている｡

また､荒れ地や山に植林をしても､昔ながらの農法による被害が出ている｡タイの農民は作付を

開始する前の3月頃､田畑並びに山林に火を入れ､害虫駆除を行う｡この行為が植林された苗木

を駄目にしてしまう｡王室林野局は野火を止めるように指導しているがなかなか無くならない｡

(3)工業化に伴う農業労働力不足

タイの高度成長を支えてきたのは､日系企業等の外資系企業の進出であるが､これら企業は多く

a)工業団地等に進出した｢､この工業地帯は､バンコック周辺のラクラバーン､パパデン､バンプ､

ナワナコン等､パタヤ周辺左こあるレムチャバン及びマブタプット､バンコックの北にあるアユタ

ヤ､チニ∫ニンマイi!i.郊のランプーン等である｡二

こ'f)よ:)な凹地に進出した企業は､工場の建設のための労働者､また､丁二場労働者としてLr)若年

労働者を必要とLた∴ 多く(ノ)労働者は団地の周辺地域,I)みならず､遠く東北タイ等タイ全上から

集められた｡

このような急激な労働ノ)の捌文は､農村地帯において､土地なし農民等の農業労働者不足を招い

+,バンコツ://i!I[:称′,rけヤチェンサオ､チョンブリ県ではキャッサバの収穫のための農民確保が

非常に難Lくな--lており､地_主がより人手のかからないユーーカリ植林に切V)替えているとi=一三-;)話

手､.1y)一つた

~主ナ∴則ヒタイで手_')L阜/1二足卜吏徐々に深刻にな一つており､農業機械が普及Lつつあるほか､農業

I-i一卜r順鞘壬-机-I'.宕 -チ)
-

/:,/ 体､ノ,冒ノ,当ノ)ミニ<', ?メは.r､に;i鮒ナ偏差恥ノ軌へ等
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労働賃金を徐々に押し上げることになると考えられている｡

しかしながら､各地の工業団地はまだフル稼動に入っておらず､今後､この工業団地が益々人出

を必要とするようになった場合､農村地帯の過疎問題､労働力不足は地方の深刻な問題となりつ

つあることが予想される｡

表3.1.1主要農産物の輸出数量及び輸出金額(1990年)
(単位:1000トン､ 100バーツ)

区分 輸出数量 輸出金額
農林水産物輸出額(A)

4,017.0

224,039.0

米 27,770.0

トウモロコシ 1,235.4 4,144.0

キャッサバ製品 8,068.9 23,136.0

砂糖及び砂糖製品 3,280.5 18,831.1

タバコ 34.2 1,842.0

ゴム､ゴム製品 1,163.8 1,163.8

ケナフ､ジュート 2.8 29.2

綿未加工品及びリンタ- 4.8 101.1

マングビ-ン 66.8

i41.5

698.7

7,749.9

家畜
鶏､あひる肉(鮮､冷蔵､冷凍)
生きている家禽類 754.9(1,000羽)

((A)/(B))

10.3

37.9%

水産品

農産物輸出額の総輸出額に占める割合

出所:農業協同組合省農業経済局

表3.1.2 主要農産物の輸入数量及び輸入金額(1989年)
(単位:1000トン､ 100バーツ)

区分 輸入数量 輸入金額
農林水産物輸出額(A)

0.6

120,244.0

トウモロコシ 14.3

小麦 279.0 1,494.7

麦芽 24.9 363.4

ココア含有率50%以下の穀物調整品 9.3 760.5

砂糖､砂糖シロップ L1.9 125.5

新鮮野菜､乾燥野菜 7.5 143.5

コ--ヒ-- 0.1 2Ⅰ.8

莱 0.6 31.4

タバコ 7.9 1,291.i

生糸 0.3 314.9

綿糸 14.7 1,25こ3.:i

綿織物他 112.0(百万平方ヤード) 2,585.0

綿末加｣二品及びリンタ- 266.3 9,771.6

ゴム､ゴム製品 ･16.3 1,9]8.2

乳及び乳脂 46.7 2,(lli9.0

チ--ズ､バター､テ夜状バター- 9.8 522.i;

油脂 7.9 mO,9

農産物輸人額の総輸入額に占める割/L?((A)/(B:)) i5.Lil-(.ち

出所:農業協同組合省農業経済局
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4.農業信用･農産物流通

4.1農業信用

タイで農民に対して信用供与を行っているのは政府系農業金融機関､商業銀行､私的金融者の三

者であるoこのうち政府系金融機関はBAAC (BANK FOR AGRICULTURE ANDAGRICULTしIRAL

coopERATIVES)のみが農民向け金融を行っている｡

商業銀行の農業部門-の貸付については､タイ中央銀行が銀行預金残高の一定率を農民に貸付け

ることを義務づけていることもあり､商業銀行は直接農民に融資するか､または､ BAACに預託

して運用することによりタイ中央銀行の命令を守っている｡

-一方､私的協同組合機関として穀物の仲買人､精米業者､裕福な農家があるが､これらの融資は
農業資機材､借地料､生活費といった小額のものが多く､返済も物納でされることが多い｡

表4.1.1農民の負債額
(単位:戸)

地域

計画ⅠⅠ 計画Ⅲ 計画ⅠV 計画Ⅴ 計画VⅠ

1971年 1976年 1978年 1980年 1986年 1988年

中央部

北部

南部

東北部

平均

総農家

N.A. 516,645 547,716 316,500 238,694 336,423

(47.94) (72_‥22) (63.07) (35.50) (29.39) (33.73)

N.A. 357,678 475.759 325,104 316,836 324,735

(12.89) (ヨ_3._3_3) (41.47) (27.96) (23.80) (23:67)
N.A. 158,969 204,543 112,275 124,792 151,839

(13.萱8) (30.7?) (33:68) (17.91) (18.94) (21.19)
N.A. 516,646 686,247 377,823 448,769 465,644

(27.31) (3_0.95) (39.ll) (21.1_5) (20.15) (21.57)

1,038,339 1,549,939 1,914,245 1,131,702 1,129,091 1,278,641

(27.42) (39,QQ_) (43._73)
_(2声_.33)

(2?.45) (24.i?8)
3,786,793 3,974,201 4,377,613 4,467,547 5,030,278 5,244,643

注:カツコ内数値は地域農家数のパーセント
資料:農業農協銀行､西村博訳｢タイ国の農林水産統計数値資料｣

これら農民に対する貸付金利はBAACの12%前後､商業銀行の15%前後に比べ私的金融者

の金利は極めて高く､年利50%を越える例も見られる｡
政策的な農民金融を行っているBAACの詳細は次の通りである｡

(1_)BAAC

(i) i13A^Cの概要

タイの唯･(r)J攻府系農業j璃虫機関であるBAAC結1966年に大蔵省u-)~~fご部機関とLて設立された〔1

そ{]:)事業は他cJ:)金融機関(j)利用が困難な小規模零細農民-の融資サー-ビスを拡充することで政府

しり政策に対)JLこしている(l

1l 1 千.古宇t′一関潅,汁画し′､f曽5開発日照は旦適LJ｣なし/ノ＼ル 淵′締約′い-jJ/i=Li:的′ごIfi京城長維持､L3地′[j/-しI'りり

づ巨'/"iLJT,～ !モ水準｢ /｢J
ド- i i:殊,昌3=[,7,?･環境しハ保}(ゝ二妄)∫,

書Jrし ､

I
l (i,ー,i

､ r,k,㌔--,:.二簾葺､吊∫t皇27L､′､.サ､
Eノ)ノ/

､ 】m ,り/(<､

I

I (

しー＼

｣
J[,,

仙
に9



②･に関して､世帯グループ間､職業グループ間及び地域間の所得格差を減少することが計画の狙いとなっている｡

③に関して､生産､市場､貧困の農業者-の価格決定政策に関連した施策等に重点を置くことになっている.っ

(現行農業政策の重点事項)

①生産

･市場のこ一ズと地域の条件に即した農家の生産構造の調整を支援

･土壌条件の改善

･病害虫の自然防除の調査開発の奨励

･農家の高品質種苗利用の奨励

･営農システムの改善のために農業の長期融資を促進し､ BAACが小規模零細農民に譲許的融資を拡大することを奨

励

②販売

･農産物の地域内販売チャンネルの開発

･公正な販売価格による適正な農家収入の調整

･農家自身の組織化を奨励し､交渉力の増強

･農家のための相互基金の拡大

BAACの融資事業は農業生産とその投資に供与される融資に加え､様々な融資事業が官民共同の

特別プロジェクト(ブロイラー生産､淡水魚生産振興プロジェクト等)に対して実施されている｡

また､ BAACの重要な役割に農民の生活水準を向上させるための農業融資も実施されている｡

1992年､ BAAC法の改正を行い､農家の農業関連活動にも融資できるようになったo 1992年のBAAC改正までBAAC

は農業関連事業には融資することができなかった｡この改正により農家の農業関連事業や他の収入を生み出す活動に

も融資できるようになったo

農家は自分が生産した作物や他の農家が生産した作物の加工を引き受けることを事業として始めるための融資が受け

られるo つまり､農家が農場において原材料として生産したものを使って,より付加価値の高い最終製品や半製品に

加工し販売できる事業を行うことに対して融資が受けられることになったo

この農業関連事業としては澱粉の製造､竹の子の缶詰､果実の飲料用粉末の製造等があり､農産
物を使った手工芸として､郁子の菓の帽子､枝編み細工､家具の製造等がある｡

② BAACの組織と管理

至3A^C最高意思決定機関は理事会であり､この理事会は大蔵大臣が議長､農業･協同組合省の事務

次官が副議長を務め､他に9人の委員が関係各省の上級職員､ BAACの総裁からなっている,,

ぎ~~1常の業務は総裁と4人の副総裁が行う｡ 4人の副総裁は本店と支店の主たる業務に対して責任

を負うが､その分担は銀行業務と経理業務､計画と融資管理､本店管理･人事･組織開発､デー--タ
処理であるし,

杏)ri-_I.:の業務は個人顧客に関する以外のすべての事項を取り扱うことになっている()すなわち､タ

イ銀行と(//i,連携､金融市場運営､国内､国際融資交渉等の----･般事務業務であるr) 19()1年〔L)-]に

組織再編が行われたし‥ (図4.1.1参照)

i3Ai'lCぎ.:i;i992年現在､ 72支店､ 192副支購(sし1t)-brと1nC,h)､ 17'0:亨の現j軒事務所,JjJ/'ft二､;トワ----ク′芹ノ横
紙してタイ全土を網羅している∴

iこ;{11)融資事業

言~泊A(:
(jT).軸資.去寸象は人別すると個々/i/:I)ノ農家に直接融資を'I:T,:〕;-i二;.個人票家融資業務t-'ii[..びにY-,二).岩場
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織的融資がほとんどを占めている(表4.1.2参照)

a)個人農家融資業務

個人融資業務は短期融資､中期融資､長期融資の3種類がある｡

短期融資は主要作物生産融資､即ち､肥料､農薬､燃料､種子､機具･機械等の農業生産に必要

な諸経費を融資するもの､その他農業以外の日常的なもの-の融資､生産物の販売延期のための

融資,農業関連活動融資等があり､その返済期間は通常12ケ月､特別な場合18ケ月､生産物の

販売延期のための融資の返済期間は6ケ月となっている｡また､その融資限度額は500万バーツ

(生産物の販売延期のための融資は10万バーツ)で融資保証は共同責任､二人の保証人､政府

債権､銀行預金等の形式でなされる｡

岡-/i.1.1 f3AAC(タイ農業農協銀行)組織担j

資料: iLp-し′＼('/]'-F･報.I19Lj?J
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長期融資は過去の負債の償還と農業･農業関連投資の2種類がある｡

過去の負債の償還のためのローンは債権者から農民の土地を買い戻すためのもので､農民がBAAC

の顧客となる前に発生した負債を払い戻し､農民の土地を確保するためのものである｡この融資

の償還期間は通常10年間､特別な場合12年となっている｡融資限度額は30万バーツである｡

しかしながら､このローンの需要は現在殆どない｡

農業･農業関連投資の長期融資は農家の耐久資産-の投資または利益を生み出すまで歳月を要す

る営農形態の改善に対する投資などを対象にしている｡償還期間は通常15年以内､特別な場合

20年となっている｡また､この融資には支払猶予期間を設けることができるo 融資限度額は500

万バーツである｡融資保証は政府債権､もしくは2倍以上の土地担保等であるo

表4.1.2 農業農協銀行(BAAC)の貸付事業-の農民参加(1967-1990会計年)

(単位:100万バーツ)

会計年 農民貸付 農協貸付 農民グループ貸付 合計
1967 121 125

143

246

1968 381 135 516

1969 563 129 692

1970 563 168 731

1971 509 164 673

1972 671 225 896

1973 774 249 1,023

1974 1,204 389 1,736

L975 2,101 866 388 3,355

1976 3,234 815 288 4,337

1977 4,778 1,371 295 6,444

1978 4,876 1,641 184 6,701

1979 5,936 1,854 165 7,955

1980 5,950 2,245 90 8,285

1981 8,001 2,577 81 10,659

1982 8,959 2,783 57 ll,799

1983 10,802 2,605 43 13,450

1984 13,525 2,857 39 16,421

1985 14,143 3,181 26 17,350

1986 19,537 3,658 24 23,219

1987 17,853 3,913 30 21,796

1988 21,149 4,314 38 25,501

1989 28,013 5,794 25 33,832

1990 33,009 7,003 28 40,O40

注1)l967-1976会計年は年代順に1月=]に始まり同年12月31日に終~T

注2) 1977年会計年は15ケ月続き1978年3月31日圭で続いた
注3) 1978-1990会計年は4月1日に始まり翌年3月3_L臼に終了
出所:王3AAC

西村博訳｢大国の農林水産統計数値資料｣
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表4.1.3個別農家-の貸出し金利

ローンのタイプ 1992年4月1日-93年2月14日 93年2月15日-3月31日 融資限度額

中､短期融資 ①12.5% ①11.5% 500万バー-ツ

6万バーツ以下 6万バーツ以下
②(プライムレート1)% ②12,5%

6万バーツ-100万バーツ 6万バー-ツ-100万バーツ

③(プライムレート+1)% @l4.5%

100万バーツ以上 100万バーツ以上
農作物販売延期

融資

同上 同上 10万バーツ

古い負債償還

ための長期融資

同上 同上 30万バーツ

農業投資の 中､短期金利の①(卦③から Q)10.5% 500万バーツ

ための長期融資 1%除いたもの 6万バーツ以下

②11.5%
6万バー-ツ-100万バーツ

③13.5%

100万バーツ以上

注l)延滞利息は年:与%u)上乗せである)

注2)政府o)もみ担保融資計画u)下でEま金利:3%､償還期間8-LOケ･月=

注:り Ot:.CT:から借りた農業投資u)ためu)長期融資では､借款契約にJ:って金利が決まっており,

こU)表とは異なる:

資料:tミ∧^C年報､ 1992

表4.1.4 農協､農民組合への貸出し金利
ローンのタイプ 1992年4月1日-93年2月14日 93年2月15日-3月31日 融資限度額

組合員-の貸出し用 ①9.5% ①8.5% 組合:

6万バーツ以下 6万バーツ以下 1000万バーツ

②(プライムレート4)% @9.5% 農民組合:
6万バーツ-100万バーツ 6万バーツ-100万バーツ 100万バーツ

③(プライムレート2)% ③11.5%

100万バーツ以上 100万バーツ以上

農業用資機材の購入 Q)12.5% (少11.5% 組合:

6万バーツ以下 6万バーツ以下 自己資金の6倍

②(プライムレート1)% ②12.5% 農民組合:

6万バーツ-100万バーツ 6万バーツ--100万バー-ツ 自己資金の4倍

③(プライムレート+1)% ③14.5%

lOO万バーツ以上 100万バーツ以上

農作物マーケッティング 同上 同上 500万バーツ

農業投資のための

長期融資

(同上--1)% (同上--L1)% 500万バーツ

注1)延滞利息は年3%の上乗せである

注2) Ⅰ3AACが認めた場合､限度額以上に貸し出せる
資料:BAAC年報､ 1992

この他､自然災害被害者用に特別中期融資やキャッシュ･クレジットローン､現物融資事業など
がある〔,

b)農脇-の融資業務

ニ,-I)融毒割二丈農協が組織された時に.今昔した目的に応じて組合員に恩恵が及ぶような活動に対して

(i-われている｡つ川9()年に肌1Cは融資事業を農民組織に広く拡大することを決定した｡特に､リ
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大させないようにしている｡

④ 融資事業の実績

BAACの各事業毎の金利は概ね12%前後と前述したが､各事業毎に金利は違っている｡農民向け

融資が10.5%-14.5%の範囲にあるのに対し､農業協同組合及び農民組合に対するものは8. 5-

14%となっている｡ (表4.1.3､表4.1.4 参照)

次に融資事業量を見ると､年末の融資残高が1988年から92年にかけて､総額で約2.7倍になっ

ている｡内訳は､個人農家融資業務が2.8倍､農協-の融資業務が2.1倍に対し､農民組合-の
融資業務は13%減となっている｡ (表4.1.5 参照)

最も伸びの大きい個人農家融資業務はBAACの総融資額の90%を占めている｡そのうち､短期融

資が36%となっており､以下中期融資の26%､農業投資のための長期融資の22%､キャッシュ･

クレジット･ローンの15%となっている｡ (表4.1.5 参照)

個人向けの総融資額のうち主なものは稲作に約31%､肉用牛に約10%､キャッサバに約6%で

ある｡ (表4.1.7 参照)

表 4.1.5 貸付け実績(1988年-1992年)
(millionbaht)

Loancategoriesclassified

PrinclPal

outstandingat

thebeginnlng

DisbursemeⅢts

Repayments Princlpa1

outstanding

attheendorAmount

%orrepaymeーーt

toprlnCIPa1
byfーscalyear

oftheyear rapid matured
theyear

1988Clientfarmers 2l,514 21,149 18700 87.72 23,963

AgriculturalCooperatives 3,5(i4 4,314 4,597 3,2817l:p])

FarmerAssociations 2ー9 38 36 221ナ川

Total 25,297 25,501 23,333 27,465

1989Clientfarmers 23,963 28,013 22,235 86.76 29,74l

AgriculturalCooperatives 3,28l 5,794 5,424 3,651?1-:I)

FarmerAssociatio1ーS 221 25 35 211汀l)

Total 27,465 33.832 27,694 33,603

L990Clientfarmers 29,741 33,009 25,900 85.82 36,850

AgriculturalCoopcratives 3,651 7.003 5,784 4,870汁J)

F､armerAssociations 2!l 28 36 203料ー

Total 33,603 40,040 3l,720 4ー,923

lC)i)ー(-:lientrarmers 36,850 42,70.5 31789 87_85 ･■l7,7()6

Ag｢1CulturalCo()peratiヽ′es 4,87O 8.249 7.t24 5,995=り

FarmerAssociations 203 32 37 l98":I)

Total 411923 50､98() 38,950 53､959

】9ウ2(_llientrElrmCrS 47766 58｢067㌻i:2) 39.696 88.84 66,l37

AgrlCulturaH--1ooperatives 5,995 9.989 9,092 6,892.i:-i)

lllarnーerAssocialions l98 26 31 193.■1t=

ToLtll 53,959 68,082 48,819 73,222

5yearsa､′per;lgegrOWllーrate(%)

(/henlfarmers22.45
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⑤ BAACの財源

1993年3月末現在のBAACの運用資金は849億5400万バーツ(前年比16.6%増)であった｡運用

資金は過去5年間(88年-92年)に年率2l.2%で増加している｡

93年3月末のBAACの運用資金の内訳は株式が64億5500万バーツ(総運用資金の7.6%)とな

っている｡

一般国民等から預金が373億4400万バーツ(同44.0%)である｡この預金は-一一般国民からのもu)
と農業協同組合省からのものに大別できるo 農業協同組合省からの預金は15億8100万バーツで

あるが､これは農業復興計画か土地基金に関連した融資事業に使用されることになっているこ1

商業銀行からの預託は117億1300万バーツ(同13.8%)である｡これはタイ中央銀行の命令で商

業銀行の資金の一部を農民に貸し付けることが義務付けられており､自社の支店を通じるか､BAAC

を通じて行うことになっている｡最近は自社の支店を通じて農民に貸し付けるようになっており､

BAACを通じるこの預託も前年比で16.9%の減となっている｡

借入は138億400万バーツ(同16.3%)となっている｡主な借入先は日本の海外経済協力基金

(OECF)から5億3500万バーツ､ドイツのKfWから8200万バーツ､オランダのFMO7う､ら3500

万バーツ､タイ貯蓄銀行から 41億バーツである｡ただし､貯蓄銀行からの借入は米価の低迷し

ていた1992年に限り政府の命令でもみ担保ローン用に借り入れたもので､ 】993年に返済するこ

とになっている(,

表 4.1.6 貸付け実績(1988年-1992年)
(millio□baht)

ⅠJOanCategOriesclassified

Pr王nclpa1

outstandingat

thebeginning

DisburserrlentS Repay皿e□tS Noヽ′ations

PrinciI)a1

oしltStanding

attheen(】

byfiscalyear
ortheyear oftheyeElr

CIJⅠENTFARMERS

Shortt.erⅠ□ 14,868 28,705 19,503 1 24,069

Me(liし1Ⅰnter皿 12,220 ll,254 6,106 1 17,367

CashcrLeditlines 8,649 12,285 10,901 1

3

10,032

lJOngter.rnfo1.r.efinancing

I_.ongterrrlfor.investment

inagriclllture

2.72 0.94 I.56 2.1

ll,916 5,822

58,067

3,172 14,563

NovaLions 110 12 6 lO4

Sut;)-:r()とal 47,766 39,696 66,137

% (88.52) (85.29) (81.31) (90.33)
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タイ中央銀行から64億6100万バーツ(同7.6%)を借り入れている｡これは前年比1.9%の減であ

る｡ BAAC債の発行残高は60億バーツ(同7.1%)となっている｡前年比4.1%の増である｡その

他負債が31億8700万バーツ(同3.8%)あるo 前年比2.2%の増である｡

表4.1.7 BAACの債務残高

Source

ー988 1989 1990 ーL)9I 1992

AVerageAmount Amount ‖
u

Amount Amourlf AmouⅠーt

(million (millioⅠー (million (million (miⅠlio□ Growth

baht)% baht)% baht)% baht)% baht)% Rate(o,,;)

I.Shareholdersequlty 3,2188.04 4,046■8.41 5,0368.88 5,8217.99 6,455.7.60 I9_19

2.Depositsfromthegeneralpublic ll,45928.62 15.98633.24 20,9413(～.97 3ー,504 ■43.24 35,54

3.Depositsfromcommercialbanks ー4,39535.95 14,50930.17 ー4,514:25.59 l4,092】9.34 (4.32)

4.Borrowーng 7,04317.59 8,209I7.07 9,98517.60 ー0,279.14.ll ー7.Ol

5.BankofThailand 3.0007.49 4,896.8,63 6,5869.04 21.63

6.BAACBonds

927!2.31 1,32(～:2.33 33.587.Other

Total 40,042:loo.00 48,091 loo.00 56,698■100.00 72,8(;0 loo.00 84,964 100.00 25.39

ーnternationa】proportiontoaverage

ofoperatlngfund 6.52 6.79 7.79 7.82 6.28

注1)

注2)

資料:BAAC年報､ 1992

4. 2 農産物流通

タイで生産される農産物の大宗を占めるのは米である｡代表的な農作物の作付面積を比較すると

1.990年の雨期作米の作付面積(5800万ライ)を100とすると､キャッサバが16､トウモロコシが

18､サトウキビが8､天然ゴムが19となる｡このように稲作がタイで最も生産面積2)の多い作物

である一っ

このタイの代表的な米の流通についてここで説明する.,,

1) 米の流通経路

タイにおいては米は主食であり､主要な農作物であるが､その流通に関しては基本的に自由であ

ら..

米url,統計に関しては米が収穫されるまでは農業･協同組合省の農業局で把握しノているが､その流

通については商務省国内流通局で所掌している｡)

商務二削!引句流通局の調査した籾.､精米の流通の例(図4.2.1)から､タイで生存された.米は概わニi

等分され_､農家cr)種~(一用籾と魚用(約こうOO^{)
､タイ'/)農民以外(7~)[三引去(I)食川(∴約:ち:ち(-/',;_)′ト及び鰍-H用

('∴37`/i,ち)になるニ上がi_7;かる､.,ニUI)流通も毎年(I)生産量によ-ナてそ()-)シェアが/変わることになる:.

-暗矧:i';(j)生産量は20()() ]jトンを越えていたが､対面のイ氏迷により､近年は生産量が落ち込ん

でいる
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2)精米価格の内訳

精米価格の内訳を示したものが図4.2.1で

あるが､これを見ると､小売価格の約6割

が農家の庭先価格になり､流通経費に26%､

小売り･卸の経費に8%､精米経費の6%か

かる事が分かる｡

(3)タイ米の輸出

タイは世界最大の米の輸出国である｡ 1993

年には我が国に約27万トン輸出したのを
始め､約480万トンを輸出した｡

タイ米の輸出は輸出業者によって行われて

いるが､その内訳は22のグループを形成

している業者と 62の独立した業者から成

り立っているが､大手10 グループで輸出

量のほぼ半分を輸出している｡

輸出の形態は政府間取引と民間取引がある

が､政府間で契約しても､実際には上述の

民間業者が政府から一定の割合(前年の実績で輸出量を分けていると考えられる｡詳細不明｡ )を

貰い輸出している｡

輸出価格については相対に決められている｡しかしながら､価格交渉の参考としてBOT価格が

毎週発表されている｡
3)

近年､べトナムが米を輸出し始めたため､タイ米の価格の分化が進み始めている｡即ち､ベトナ

ムと競合関係にある低級米の価格と高級米の価格が連動しないようになってきているo 高級米は

収穫期と端境期に価格が乱高~~~卜するが､低級米の価格は安値で安定している｡

4) タイ米の規格

輸出用タイ米には規格があり､その

規格によ-'て価格が決定されている(:,

この規格は日本の銘柄とは違い､砕

米の混入率によって決められている｡.

そのグレードは1()0% (砕米混入率

0%)から､ 5O,,b､ I()`,'/(,､i5%､ 2()(シ･(/,､

2.LT)(/!,(I)､:_i5`,I,'/'､:15O/:,に分けられている′.

3)B(-)川風エ､辿濡･1if週水曜‖叫後=枇米輸出組帥会鮎に細輸出鮒､商務郎)役人など/相即､粗ハ各業

芹･こ′丁場り1JLi.~イニ糾)価格)i-軌f丈L
､そ〔,I)[t売値を公表する壬,J)てある.一

貫際ノ~)取i3=庶格上L')1(卜2()〔-,j/t}程度高い価格でJを)ると三

r-)!Lていノ:〕.

-17-



表4.2.1作物別貸付け実績

生産物
1990年 1991年 1992年

万バーツ;% 万バーツl% 万バーツ%

A.作物
1.米 10,84535.03% 13,231:33.06% 14,98231.22%

2.キャッサバ 2,1426.92% 2,6576.64% 3,0256.30%

3.トウモロコシ 1,8425.95% 2,127.5.31% 2,4685.14%

4.サトウキビ 1,1223.62% 1,5783.94% 1,9043_97%

5.ノミイナツプル 397l.289(o 6731.68% 9061.89%

6.タバコ 2640.85% 3740.93% 4560.95%

7.大豆 292■0.94% 3130.78% 3640.76%

8.レジェ-ム 960.31% 930.23% 1160.24%

9.ケナフ.ジュート 800.26% 1140.28% 1100.23%

10.棉 410.13% 730.18% 540.11%

ll.ニンニク 2230.72% 3320.83% 4981.04%

l2.タマネギ 1160.37% 1570.39% 1730.36%

13.養蚕 1030.33% 1280.32%
∩

52lo.11%

14.花 870ー28%

壬≡冒l冒:喜冒芸
n

187.0.39%

15.野菜.畑作物 5121.65% 9301.94%

16.パラ.ゴム 1,7435.63%
u

2,0935.23% 2,4375.08%

17,オイル.パーム
m

1550.50% 2130.53% 2560.53%

18.コーヒー 2OllO.65% 28110.70% 361:0.75%
19.ドリアン 543■1.75% 834.2.08%

u
1,302■2.71%

20.オレンジ 2520.81% 3010.75% 3300.69%

21.ランプ一夕ン 22610.73% 2560.64% 37210.78%

22.ココナッツ 1370.44% 1540.38% 179■0.37%

23,果樹 86812.80% 1,210■3.02% 1,7353.62%

小計 22,287;71.98% 28,035:70.05% 33,197169.18%

B.畜産.家禽
1.豚 1,3134.24%

‖

1,8234.56% 2,7775.79%

2.食肉用牛 2,5778.32% 3,9579.89% 4,6109.61%

:ラ.午.バッファロー 701.2.26% 8852.21% 1,11712.33%

4.家禽.卵 5751.86% 87212.18% 1,027:2.14%
5.乳牛 2300.74% 22310.56% 2430.51%

6.その他家畜 3251.05% 4151.04% 4881.02%

小計 5,72118.48% 8;i_7520.43% 10,262.21,38%

C.水産
1.養魚 7822.53% 1,06812,67% 1,5093.14%

2.漁業 270.09% 220.05% 30().06%

ニi.養エビ 1,4〔=4.82% 1,9124.78% 1,806:3.76%

L1.その他(甲殻類)
800.26% 1080.27% 2150.45%

小計 2.,38()7.69% 3,1107,77% 3,56()7:,129t'

∩.そJ)他u)生産物

i.塩 260.08% 450.11% 5:i().1l%

2.そt/)他 5I491.77% 65-,ll.63% 9161.91(),(I,

小計 5751.86% 6991.75% 9(う92.02%

.{.;:ド
30,96二う.(f-叶lo().00% 40,0】9汚コ)100.()O?(,) 47,988注二号)loo.O()Q(,)

江1)販売時期延長u)ためu)ローンは除外する(2()′1.6万バーツ)

洋2)販売時期延長U~)ためu~)L-1-ンは除外する(268.6万バー-ツ)
柱:~i)販売時期延艮のため(I)ローーンは除外する(i, ()()7.9万バーツ)
資料: FうAA(二壬l:一報､1992
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5.農業､農民組織の現状

5.1農業協同組合

1) タイ国における協同組合の発展の歴史

タイ国の最初の協同組合は､負債に苦しむ農民を救済するため､政府によって小規模な村落信用

協同組合の形でピサヌロークに1916年2月26日に設立された｡この協同組合の成功により､タ

イ国の多くの地域での多数の小規模村落信用組合が誕生していくと共に､生産及び消費協同組合

の形での他のタイプの協同組合が発展していった｡協同組合に金融を促進する目的で､ 1943年

に農業農協銀行が政府によって設立された｡ 1968年に政府は､協同組合運動の強化を促進する

目的で､協同組合運動の頂点組織としてのタイ国協同組合連合会の設立を認める｢1968年協同

組合法｣を制定した｡この制定により､政府は小規模村落協同組合を多目的に機能する郡レベル

協同組合への統合を促進していった｡タイ国の協同組合は農業協同組合､開拓協同組合､水産協

同組合､消費協同組合､貯蓄信用協同組合､サービス協同組合といった6タイプの協同組合に別

れて発展していった｡このうち､農林水産業関係の協同組合は農業協同組合､開拓協同組合､水

産協同組合である｡

(2)農業協同組合

①.農業協同組合の概要

農業協同組合は農業経営及び生活水準を改善するため､ ｢農業信用の供与､農業生産及び生活資

材の供給､農産物･商品の流通､貯蓄･預金の奨励､農業技術指導､土地･水資源開発に関するサ

ービスの提供､協同組合原理に関する教育･研修｣を目的として設立されており､米･畑作物(ト
ウモロコシ､キャッサバ等)､野菜､果樹､切花栽培､肉牛､乳牛､豚､その他家禽飼育､水産

業などの種々の分野で組織されている｡また､農業協同組合は酪農協同組合､水産協同組合､豚

飼育者協同組合､サトウキビ栽培者協同組合､切花栽培協同組合等の特定作物のものも含まれて

いる｡この他､ごく最近､ BAACの農業流通協同組合が設立された｡この背景は次の通りである｡T

BAACは過去､生産資材(肥料､農薬等)の販売を実施していたが､これらが銀行の事業としては
不適当との批判もあり､ 1992年に生産資材､消費財の販売､農家の生産した農産物の流通事業

を行う農業流通協同組合を64県で会員農家により組織した｡しかし､会員農家は信用供与を農
業流通協同組合からではなく､ BAACから直接受けている｡

農業協同組合省は､この農業流通協同組合を一夕イブの農業協同組合として認めたので､農民の

協同組合加入率が大幅に_L二昇した,Jなお､ BAACは､これらの流通協同組合-の販売用生産資材(肥

料､農薬､種子､農業機械等)の供給､農業流通協同組合からの農業生産の流通を専P引こ'11iう会

社としてタイ･アグリ･ビジネス会社(Thai Agr卜bus_iness Co., Lt,d. = TABCO: BAACが10`yo､ (ミ1

の農業流通協同細今が9()O,i,出資)を1992年7月に設置している.㌔.

② 農業協同組合レ｢~)組織

一般に､農業協J[]l組合は総会で選出される役員会で任命されるマネーージャー(/)下に会計財軌批
信用部､流通部､購入部､ )][lr-_部､洋及･研修部が配帯されている.､〕ニれら郡レベルJ-〕農業協同

組/(†fTL､[)i㌔レ/1::-ルで{n農業鼠l~r-(]剤L合連合会を構成し､されにそれらがまと去-つて､タイ同Jfit-チi;業協

同S[if?連付会 りgr･ic,JltLlriもlしo(-),r)(ヲrて1=v(ヲr;亡del-i-1ti_on ()r Thai l‡ln(1二=A(_F'r)亨と構成していろ

蔑称水)47::.業関係しり協同糾(†とLてf士農業協同組合､､開拓脇同組i↑､水程協J'･l,*tL(ナがあり､女(/)Lヒ

I)にとuりこう牛i)3 i il_ir視-!1三､それら(/)組合数､純一1(†日数～~iそれぞれ1797純f㌻､275
/)j:Z72′卜乍∃､宇)二う

朴rナ11() -)jJ12洲!(:-､ ;;(-i純.丹､7:3(〕2名で{-tr)ら.∴.
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表5.1.1タイ国の協同組合数及び組合員数(1993年1月1日)
(単位:人)

区分 組合数 組合員数

農業共同組合 1,797 2,752,724

水産協同組合 36 7,302

開拓協同組合 93 101,290

貯蓄信用協同組合 878 1,564,142

消費協同組合 345 675,503

サービス協同組合 286 89,592

合計 3,435 5,190,553

出所:農業協同組合省農業経済局

③ 農業協同組合の主要活動

農業協同組合の主要活動は信用サービス､購買サービス､販売サービス､普及サービスであり､

1986年-1990年間のこれら事業シェア-を見ると､信用事業が59%と最大のシェア-であり､

これに次いで販売事業(22%)､購買事業(17%)､農業普及事業(2%)であり､最近数年間農業普

及事業の活動が強化されてきている｡これらの事業の概要を述べると以下の通りである｡

a.信用事業

農業協同組合は組合員農家に銀行としての機能(農民からの貯蓄と農民-の信用供与)を有してい

るo 信用供与は現金､非現金での信用である.通常､協同組合は組合員の生産計画､所得､融資

の返済能力によって融資額を決定している｡貸付金利は商業銀行のそれより低く､ BAAC より借

り受けており､その金利はBAACの農民直接融資金利と同率である｡信用事業の原資金の多くは
BAAC (7)農民直接融資金利より 3%低いもの(つまり､ 3%が農協の手数料)である｡しかし､組合

員農家が300名未満の小さい農協(800位と推定されている)はBAACからの資金融資は受けられ

ず､自己資金､他農協資金､協同組合促進局の協同組合振興資金等Eこ頼らざるを得ない｡

1992年の総信用事業額は93億8032万バーツで､ 1991年のそれに比べて14.5%多く､その内訳

を見ると短期信用が58億2111万バーツ､中期信用が35億5587万バーツ､長期信用が384万バ

ーーツであったc -一一方､農民の1992年貯蓄総額は1991年に比べて11.3%伸び43億6044万バー
ツとなった()その内訳を見ると､普通預金が26億4871方バーーツ､定期預金が17億1173万バー

ツであった,_,なお､農協の貸付金利は短期融資(貸付機関は原則1年であるが､作物により16-

18ケ月になる対象作物もある)､中期融資(貸付期間は3-5年)､長期融資(貸付期間は11年)別

に決まっているのではなく､農家の借り受け金額の大きさによって設定されており､ 6万バーーツ

未満の借り受けで11%､ 6-1()0万バーツの借り受けで12.25%であり､融資額100方バーJソ以

卜で1Il-.50^,である′､

h.購■員時期

組-13･E--i農家に営農に必要な農業投入資機材(主に肥料､農薬､施設,農業機械､道l‡､種+､粗

米､飼料原料､燃料等)､ /仁清i.■h'資財を品質､価格両面で有利な条件で販売､供給しているし｡It-杓2

午ur〕総売卜触は1991牛に比べて19.-,l上o/o増加して28億:∋837 )jバーーツであったぐ_1

(I. 取/:;:i-:ill-莱

場ヤハ脇IF硝_iJ(汁丈札付員農家()I)生産物を集荷し､ ≠I,-1同で直接去たは県連合会､ /11･二i_L:.J辿-/LrT]L三';-を･越i二
CrTL[場f_批ノLfしている-.会員農二束(/)人半が米農家u-:)ため､こU'ー)流通事業卜t !98王',i:-に創始され/二

1′･i毒胤盛連携フ~ログラム｣ (n卜で､ ~亨二に准を取り扱っているが､そ''/)JtLk披い一芸融士少なく組合

けi-a/-衷,)-)/l:.産物敗Jj己における交渉j川-与に十分貢献Lてし-､ない
_1E-,)92年,j)1販売車業の総額f､土2:_3
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億269万バーツで1991年のそれに比べて13.4%減少した｡集荷販売している農産物は米､畑作

物､果実､野菜､畜産物等20数品目である｡

d.普及事業

農業協同組合自身は直接農業普及サービスを提供していないが､組合員農家-の新技術の指導に

ついて､県､郡レベルの農業局､農業普及局､畜産振興局､水産局､王立潅親局､土地開発局等
の政府機関からの技術指導協力の調整者として機能している｡しかし､最近の働きとしては､

部の先進農協が積極的に組合員農家に技術指導をするため営農指導員を雇用してきている｡また､

農業機械の共同利用により農地の耕起､地均し､池堀り(乾期の水対策､魚の養殖)等の役務提供

を実施しており､ 1992年の役務提供サービス額(農家からの受取額)は9794 万バーツ(地均しサ

ービスが800万バーツ､水のポンプ･輸送サービスが2482万バーツ等)と前年比で122.0%の増
加であった｡)

(3)開拓協同組合

開拓協同組合を組織する政府の主要目的は､協同組合システムを通じて農民の生計を立てるのに

十分な土地を配分することによって土地なし農民または小土地農民問題､公有地､森林保護区-

の不法侵入を防止することである｡)また､開拓協同組合の主要業務は土地なし農民または､小農
に農地を配分することであり､その他､信用供与､生産資機材の供給､生産物の流通､普及サー

ビスの供与であるo そして､開拓農民が適正営農技術､近代港概方法を加味した土地開発をする

ことを重視している｡農地8913 ライからなる最初の開拓協同組合がチェンマイ県サンサイ郡に

設立され,その後､多くの組合が組織され､現在に至っている｡

(4)水産協同組合

水産協同組合は漁民の直面している問題､障害を解決するため､水産業に関する技術ノウ-ウ(負

養殖､水産物貯蔵加工等)の提供､生産資材､消費財の供給､生産物の流通､融資,貯蓄サービ

スの提供､災害救済援助を事業目的として､漁民間で組織されている()最初の水産協同組合は54

名の組合員によりピサヌローク県プロンピラム群カバンノック水路地域で1949年に組織され､

その後発展し現在に至っている｡〉

(5)農業協同組合省の脇同組合組織育成指導

[ー1968年協同組合法_｣に基づき､農業協同組合省協同組合促進局は農業協同組合,開拓協同組合､

水荏脇同絶命､消費脇同組合､貯蓄信用協同組合､サービス協同組合といった6タイプの脇同組

合組織の発展､組織強化のための政策及び事業を推進している｡)協同組合が設立された際には職

員の派遣､研修を通じて協同組合管理について支援している｡また､協同組合の施設建設､機材･

施設購入にはriAAC資金が活用できないことから､協同組合促進局の協同組合振興基金が申請に

基づいて-T･･､1∃されており､全回3,2()()弱の脇同組合に事業連営援助資金として貸し付けられてい

る〔つ協同組合促進局はl二記のように協同組合く･こ支援するため､地方組織として7ニ3県の県事務所､

その~~F(/) 75｣ L/)郡事務所を配[FLしている‥

((う)乍Lに｢胞rr柚_t分会議設､1/二(j〕動き

農業l窺トー硝i合､｢iH柘協｢舶[i{-ナ､水産協lr;J,1tJ=1合､消費協i[lA｣組合､貯蓄信用協｢r(｣組合､サービス協Ifll

組n")I,)(3組織を時代(I)ニーズにナ′;､?-〕て強化するため､これらを統計1｢る全国組織の協同純分.:ミ議

(//rhe National Cooperatives Congress) (/)設~､】/二が1･=m議承認され､国iミ承認を待-〕ている｡-:圭た､農業
協rE:71紗r'†省十丈､農民紺ぷ在を_軌二強化するた･･左～)､経済活動､地域杜l/tの発展､/巨杭の質のl;･l卜';[野
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に強いが､生産技術分野に弱い｢農協(協同組合促進局所管)｣と生産技術､地域社会の発展､生活

の質の向上分野に強いが経済活動に弱い｢農会(農業普及局所官)｣を合弁させるべく検討を進め

ている｡

5.2 農民グループ(農会)

(1)農民グループの歴史

1965年2月に最初の農民グループとして米農民グループが民間の力で設立された｡その後1967

年10月に農業普及局が設立され､農民グループの育成強化が重視され始めた｡その後農民グル

ープの数は増加していったが､グループの法的存在が確保されていなかったため､事業活動の実
施に制約が多く､そのため､農業普及局は同グループに法的存在を付与することを試み､ 1972

年に法律を制定し､農民グループを登録制とし,これにより各種事業及び商取引を行う法的権利

を与えることとした｡

(2)農民グループの目的

農民グループは､農業普及局内に設置されているタイ国農会(The Farmers Association of Thailand)

により支援を得ている｡また､農会は農民指導者の代表から構成される農家委員会を通じて農家

を農民グループに参画させることを直接的に振興･支援している.農民グループの目的は､協同
組合結成の前段会として作業グループを組織し､農民間の協力･団結を促進し､農産物の品質改

善､増産を促すと共に､融資により､農業施設を整備し､加工･流通や､販売時の価格交渉力及

び流通技術を農民に付与することにある｡また､農業普及局としてもこの組織を通じ､農民グル

ープを農業普及の拠点対策として活用しうるなど､農業普及事業の効率的な推進に利用すること
ができるほか､信頼のおける営農データの収集とそれに基づく農業開発計画の策定ができる等の

メリットがある｡

(3)農民グループの種類およびその数

1992年ニミ月31日現在の農民グループの種類別グループ数は表の通りであり､総数4040で､そ

の内訳は米栽培グループが2615(64. 7%)と最大で､これに畑作の626(15.5%)が続いているo

(4)農民グループの問題点及び農臨との関係

参加農家/､＼の農民グルーー:}'及び農会のサービスは農業協同組合の組合員農家へのそれに比べると

営農指導面では優れているが､生産物集荷･流通､生産資材の供給､農業団体としての組織的属

さでは劣/つておV)
､こ(/)ため､農業協同組合省は農民グループを農協-の昇格の前段階的なも(j■)

とLてイ､If/L[-]g;:づけ､将来郎ルニは両者の統合を検討している｡
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6 タイ農産物流通システム改善計画

6.1背景

タイの農業就業人口は全人口の50%､耕作面積も国土の41%の21,21百万haを占めている｡

主要作物は､米､ゴム､メイズ､キャッサバ､野菜､果物であり､ GDPの10%は農業分野である｡

これまで農業は食糧供給､労働力確保､雇用拡大､国民所得向上､外貨獲得など､タイの経済成

長に大きな役割を果たしてきた｡

このような農業の国家経済-の貢献があったにも関わらず､農業関連の国家政策､特に農産物市

場に関する政策は軽視されてきた｡農産物の大半は国内消費に供され､価格は不安定である｡ 1986

年頃には農産物の輸出が始まり､外貨獲得の中でもそれなりの成果が上がっている｡しかし､国

際価格の変動が国内価格-影響し､国内価格の不安定さを招く結果となっている｡さらに同国の

農産物は利潤を生むに至らないか､一部を除き国際市場での競争力に乏しい｡これは低生産品種

の栽培を行っていることや栽培技術の未熟または農業経営能力の貧困性に人きく起因している｡

しかし､農業生産の潮流は漸次改善され､アジアの中でも農産物輸出を行える国の一つとなり得

ており､国際市場での競争力も微々たるものであるが拡大している｡

6.2 農産物流通システムの現状

農産物市場は国内市場と国際市場に大別され､米など特定の作物については､輸出向けは既に大

きく開発され世界市場でも十分競争力を持っている｡しかし､国内市場､特に地方ではほとんど

開発されておらず､仲買人が農家を回って買い付けたり､市場で農民を待ち受け買い付けたりし

ている｡このように地方での農産物流通はこの仲買人にコントロールされている｡

(1)市場の種類と特徴

国内市場は表1に示したように大きく､地方生産者市場(Local Grower's Market)､地方中間卸
売市場(Assembly Wholesale Market)､主要都市卸売市場(Terminal Market)の3つに分けら

れる｡

表 6.2.1 市場別取引の特徴

地方生産者市場 地方卸売市場 主要都市卸売市場

取引地域
地方の生産者が栽培を営む 市町境または地方行政境など 都市部､及び海外市場

地域 人口集中域

販売者
農家 農家､地方仲買人､農協 都市卸売業者､加ー二業者

購入者
地方仲買人､加工業者､輸 都市卸売業者､他県の地)J卸 小売業者､他県の小売業者､

出業者､農協 市場
一般消費者

取払与.1,f垂
そLr)十地でFト産される季節 その地方で生産される作物に 全国で生産される作物

i-,の 限定､中央-は数種類､一部

他県からt,人つてくる

取扱量
小=で少ない 少ない 多い

加1二
無

一部有 育

選別
無 無 有
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(2) 農産物流通に関わる組織

既存の流通ネットワークを図1に示す｡民間では精米業者協会や米輸出業者協会などの卸業者､
輸出業者の流通組織があり､利益を追求するため生産者と直接取引する｡

政府系には以下の組織があるが､公的機関では農家からの買入価格を安定させるため､農民組織

と取引することになっており､直接関与するのは米､ニンニク､タマネギ､トマトであり､取扱

量は品種により違う｡

1)農民販売組織 Marketing Organization for Farmers (MOF)

2)公共農産物貯蔵組織 public Warehouse Organization (PWO)

3)政府冷蔵組織 Government Cold Storage Organization (GCSO)

4)タイ畜産品販売組織 Dairy Farming Promotion Organization ofThajland (DEPOT)

5)農業･農業協同組合銀行 Bank for Agriculture and Agricultural Cooperatives (BAAC)

図6.2.】タイにおける農産物の流通ネットワ-ーク
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6)流通協同組合(Market Cooperatives)

協同組合促進局(Cooperative Promotion Department)の管轄下に置かれ､組合は10人のメンバー

から構成され､組合長を1孝.選出する｡運営については､生産や流通に精通したマネージャーを

雇用しあたらせる｡

売買形態は､組合員である農家から農産物を集め直接､または加工して業者に販売する｡地域､

地方､国家の3段階のレベルがあり､以下の段階を経て流通されている｡

第1段階:地域の組合が組合員から農産物を買い取り､または集荷し地方の組合､または直接バ

ンコクの卸業者に販売する｡

第2段｢培:地方の組合がその地域で､そのまま､または加工して消費者に販売する

主要産物の場合､タイ協同組合連合(cooperative Federation of Thailand)に販売する｡

第3段階:農産物は輸出､または販売経路を変更し消費者-販売する｡

7)農業協同組合( Agricultura一 Cooperative )

①一般農業協同組合(Genera一 Agricultura一 Cooperatives) :農産物30品目を取り扱う(籾､キャッ
サバ､トウモロコシ,ゴム､ニンニク等)

②特別農業協同組合(specialAgricultural Cooperatives) :タマネギ生産者組合のように個々の組
合が取扱品目に特化し､生産から国内外-の販売まで手がける｡もっとも成功している組合は､

酪農組合であり､彼らは自前の加工工場や飼料工場を持っており､組合員に対し製品や流通サー

ビスを提供している

(3) 売買価格

農家からの買い付け価格は仲買人が決定するが､その価格は県レベルの卸業者の買い取り価格か

ら､また､その先のバンコクの市場価格や輸出業者の買い取り価格がベースとなっており､つね
に買い手に決定権がある｡)そのほか等級､サイズ､色などの品質も価格に反映されるo

農民が受け取る代金は仲買人の言い値より更に安く､その差額は輸送代や仲買人の経費になるし,

利益率は仲買人､小売業者で､それぞれ平均19%と39%である｡〕

(4) 品質規格及び基準

1)農産物の選別基準は以~~Fのとおりである

･形状(長さ､柔らかさ､堅さ､砕粒(穀物)着色､カビ､細菌､害虫による被害の程度)

･サイズ､重量､性別､品種､体格

･水分､外的被害

2)輸出基準

規格化された｢軌FL'｣を取り扱うため､輸出業者の要望を取り入れた輸出基準条例がB.Ⅰ三.2503に公
布されたにもかかわらず､時期や市場の好み等に合わせて規格や基準は変化しているり

(5) 貯蔵

ほとんどJ-)農産物は自然任せで生産されているため季節ものであるし また､少量生敵′)農家が多
数存存しノているため/i:_産調整がなされず､適当な貯蔵施設がなく大量(i)商占['-が------気に市場にあふ

れることがある.∴.これにより価格の~F落を招くことがあるし=:貯蔵を行うことに上り農産物u)r与.7-質

維持を可能にL､出荷調整をすることにより価格u-)安定にもつなげられる.二 このよ')に需要と供
給のバランスを保つため､郎傭は流通システムにおいてを要な役割を果たすこ
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(6) 市場情報

流通サービスの大きな役割の一つに､買付､販売業者双方にアクセス可能な必要な市場情報を提

供することがある｡)現在､タイの農民が入手できるとされている市場情報は､ラジオ､新聞､お

よび公的･民間機関からの情報誌からであるが､残念ながら地方における複数の情報の拡散は非

効率である(_)通常､農民が得られるものは仲買人からの一方的な情報だけである｡

(7) 融資制度

一般的に流通活動では､銀行､政府系貸出機関､仲買人からの融資の形での追加資本が必要にな
るが､十分な貸出枠がないとされている｡融資元はほとんど全ての商業銀行､政府系銀行も含ま

れる､例えば農業･農業協同組合銀行(BAAC)､政府当座銀行(Government Saving Bank)､バン

コク銀行､タイ農民銀行など｡

6.3 国家政策

タイ政府は､輸出､国内消費向けの農産物に対し､以下に示すような総合的な対応(Integrated

Approach)を実施してきている｡

(1)農業振興のため農業･協同組合省農業経済局下に公共･民間セクター協調策(Joint Pub一ic-Private

Sector Coordination Program)のためのセンターの設置｡

同センターは､民間､生産者､金融機関､政府機関の4部門からなっており､農民の利益向上を

目指し､以下の目標を設定している｡

･生産､流通段階のロスによる農民-のリスクの軽減

･最低価格と市場価格をもとにした販売価格の保障

･高収入による高品質の農産物生産のインセンティブを持たせる
･民間や公的機関の援助による最新営農技術の習得

･小規模農家の資金の借入制度

(2)地域中央市場( centralMarket )の設置

全国の生産地に販売者と購入者が集まって､籾､高地農産物､野菜､果物などの取引ができるrl~}

央市場(centralMarket)を設置した｡しかし､もともと市場は自然発生的に形成されているため､

本来(i)機能(価格形成､品質向上､情報発信等)を十分に果たしていない｡

(3)脇同組合研修( cooperativeTral'ning )の実施

政府は｢初級 流通と農業協同組合研修プログラム｣と呼ばれる研修プログラムを農家向けに実
施している(_｡

(4)農産物生産管理(Farm Production Management)

農民は'l-:産管揮ができていないため､価格変動の問題に直面している｡このため農業･協同組合

省[胡存在の農産物について年間需要を基本とした生産管理を行おうとしていたrっ そのはじめとし

てタマネギやニンニクU-)ょうな竜に対し単価の高い農産物で実施しているr_)
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流通サービスの大きな役割の一つに､買付､販売業者双方にアクセス可能な必要な市場情報を提

供することがある｡現在､タイの農民が入手できるとされている市場情報は､ラジオ､新聞､お

よび公的･民間機関からの情報誌からであるが､残念ながら地方における複数の情報の拡散は非

効率である｡通常､農民が得られるものは仲買人からの一方的な情報だけである｡

(7) 融資制慶

一般的に流通活動では､銀行､政府系貸出機関､仲買人からの融資の形での追加資本が必要にな

るが､十分な貸出枠がないとされている｡融資元はほとんど全ての商業銀行､政府系銀行も含ま
れる､例えば農業･農業協同組合銀行(BAAC)､政府当座銀行(Government Saving Bank)､バン

コク銀行､タイ農民銀行など｡

6.3 国家政策

タイ政府は､輸出､国内消費向けの農産物に対し､以下に示すような総合的な対応(Integrated

Approach)を実施してきている｡

(1)農業振興のため農業･協同組合省農業経済局下に公共･民間セクター協調策(Joint PublicIPrivate

Sector Coordination Program)のためのセンターの設置｡

同センターは､民間､生産者､金融機関､政府機関の4部門からなっており､農民の利益向上を

目指し､以下の目標を設定している｡

･生産､流通段階のロスによる農民-のリスクの軽減

･最低価格と市場価格をもとにした販売価格の保障

･高収入による高品質の農産物生産のインセンティブを持たせる

･民間や公的機関の援助による最新営農技術の習得

･小規模農家の資金の借入制度

(2)地域中央市場( centralMarket )の設置

全国の生産地に販売者と購入者が集まって､籾､高地農産物､野菜､果物などの取引ができる中

央市場(centralMarket)を設置した｡,しかし､もと幸_､と市場は自然発生的に形成されているため､

本来の機能(価格形成､品質向上､情報発信等)を十分に果たしていない｡

(3)協同組合研修( cooperativeTraining )の実施

政伯は｢初級 流通と農業協同組合研修プログラム_｣と呼ばれる研修プログラムを農家向けに実
施している:∵

(4)農産物生産管理(Farm Production Mallagement)

農民は生産管群ができていないため､価格変動の問題にIL百二面している:)二のため農業･協l上:;i,i'111今

省は待/'i:u~)農産物について年間需要を基本とした′i-1産管理を行おうとしていた｡そのはじめとL

てタマネギやニンニクU)ような量に対し単価の高い農産物で実施している{_;
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合理的な価格形成､ ②品質管理､ ③集出荷､ ④情報収集･発信､ (9決済機能があるが､これは農

産物の生産と消費を中継する基地として､大量かつ効率的な流通を可能にすることである｡具体

的には,

り 価格形成にかかる制度(競り､入札等)の導入

2)インフラ(集荷､貯蔵､加工､出荷に必要な設備･機器)の整備

3)インフォメーションシステムの整備

を行う｡

(3)流通システムの構築

地方市場から卸売市場､小売市場-の安定的かつ大量の農産物を供給するため､総合的な物流改

善事業を実施する｡

I)生産から国内外-の販売にかかる全国的な流通ネットワークの形成

2)規格･基準､及びその検査規格の整備

3)研修･教育システムの形成

4)資金基盤の強化

5)流通市場の法整備

6.6 総合所見

タイ国が原料から製品まで全てを賄えるのは｢農業｣のみである｡今回の経済危機の教訓を最大

限に活かすには､労働人口の半分を有する農業において他に無い｡生産基盤の強化(潅概施設､

水源施設､水管穫施設および基本インフラなど)や流域保全など生産環境の改善についての対策

は､我国の長年の技術協力の成果もあってタイ国が独自で行なえる状態にある｡しかし､収穫以

降のポストハーベスト関連の流通の改善には､既存の流通体系とそこに生活を依存する流通業者

がおり､これまで問題の提起はされていたが､具体的な手立ては取られて居なかった(特に､コ

メ)｡)本計画はコメ以外の作物を対象に流通の近代化､強化を図るもので､今｢経済危機｣以降､

社会的弱者-の救済および経済構造の基盤である農業-の支援を意図する本計画は､極めて重要

と思われる〔〕

く 技術的可能性 〉

タイ国の農産物流通は早くから華僑を中心とする民間に任される形態となっていた｡特にコメの

流通は華僑による独占が現状である(= 農業･農村の改善を収穫以降の｢ポストハーベスト｣に視

J坐を置て行J)には､コメ以外の作物のよる流通作物の多種化により価格決定過程の公明性や市場

需要に根ざした作物規格の導入､生産技術の浸透を図ることが必要である｡農業協同組合が保持･

管理する既存の地力一市場を対象に導入する貯蔵施設､加工施設､研修施設などの個々の技術は完

城されたも〝)であるが､組織強化や価格情報の公開､栽培技術の普及活動などソフト面の課題を

会社組織となっている農業協同組合を通じてこれらの課題を農民に浸透させるには､全体的な配

点から(I)調査が必要であり､この点で技術協力が必要であるc

(社会･経済f7()i｣r能性 〉

GI)1)にrt-(める農業の寄与率は過去20年間低下の一途を辿って来たが､労働人Flの二L'･-分を占め

る農上モ-のこの様な支援は､一昨年に発生した経済危機による社会･経済の混乱を正常化にZfTl=ナ

るpfJー効な手段であると期待される｡計画以降の実施の段階では選Jjii'された農業協同組合-のクレ

ジット支援により個々の事業がJj;:施されよう.:/,このクレジット支援は現在タイl_郎ミ最も必要,I-す
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る社会救済の観点と合致するため､その効果に大きな期待が寄せられているo なお､我国円借支

援を用いたクレジット形態の実施にはタイ国も多くの経験があり､実施上の問題点は無いと思わ

れる｡

く 現地調査 〉

本計画の受入機関となる農業協同組合省はタイ国内でも協力な組織のひとつである｡今般の経済

危機に際し､救国の柱と成り得るのは同省であるとの認識が強く､本計画-の大きな期待を持-'

ているo
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o∫

FeasibHjty Stt]dy on Agricu]turaJ Products Wholesale Markets Improvement Project in Thailand

AGRICULTURAL SECTOR IMPROVEMENT PROGRAM

1 Background

The agrlCulture sector has been a core constituent of the Thai economy. Althoughits contribution
to GDP declined fTrom 29 % in 1973 to ll% in 1997, its contribution to export earnlngS Was 14%

of total value in 1997･ It also employs about half of the total labor force. Its prlnCIPal exports

include rice, cassava, sugar, shrimp, and rubber. The sector grew rapidly in the 1960s and 1970s

mainly due to an expansion of the land frontiers, and heavy Investments in public irrlgation

schemes･ However, the rapid growth led to serious degradation of watersheds and river basins.

Coastal resources, too, came under pressure as a consequence of rapid expansion of coastal

aquaculture leading to water pollution, soil degradation, and depletion of marine resources. This

was due largely to the absence of a balanced natural resource management strategy, and the

imbalance between the emphasis on exports and import substitution on the one hand and

traditional agrlCultural production systems on the other.

While the sector grew at an average rate of3.7% fTrom 1990 to 1996, itwas adversely impacted by

the crisis of 1997. The cuts in budgetary resources were compounded by the decline~ il一

institutional lending, reduced remittances, and the
impact

of coplng With remlgration
involving an

additional 1.2 million people. Nonetheless, the sector maintained a positive growth rate of 1.4%

in 1997, which is expected to increase to i.5% in 1998. The sector's immediate prospects ＼～′ill

remain uncertain with the strengthening of the baht and the decline in international commodity

prlCeS, COupled with a tightenlng Ofthe credit market, alld a drought fわrecast fわr i999.

The main constraints of the sector include (i) inadequacies in the mana貞ement of natural
resoLirCeS, Principally land and water, (ii)inability of the rural poor, who constitute about halfthe

rut.al population, to effectively access credit fわr both farm and non-farm activities, (iii)weak

research and extension services which constrain productivity growth, (iv) absence of､ co,,t

recovery for public irrigation services (v) insutrlC･ient decentralization of agricultural planning

and management
to
village and district levels, and (vi)and weak management of the sector by the

prlnCIPal agencies, including Ministry of Agriculture and Cooperatives.

ln this context, the Government has taken the initiative to introduce policy and institutional

reflorms in the agriculture sector under its Framework fわrRestructurlng the Agriculture Sector in

May 1998･ This strategic framework aims at maintainlng the sector's growth at 2･9% per annum,

and includes policies to (i)restructure the agriculture sector and related institutions, (ii)incl弓eabe
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productivity tb∫ough introduction of improved and appropriate technologies, (iii)improve quality

of agricultural products, and (iv)provide better access to agricultural input materials and support

services･ The Government is strongly committed to implementlng these refbm measures and

intends to facilitate active partlCIPation of the private Sector in agrlCulture･

2 Constraints in Agricultural Product Quality Improvement and Government Policies

2.1 Systcm Problems

Government state enterprises buy certain products at intervention prlCeS Which are usually higher

than the prevailing market prlCe･ The stored products then wait fわr better prlCeS･ If this is not

possible they are sold to the market at low price befわre their quality becomes deteriorated. In this

way the marketting enterprlSeS inevitably sustain financial losses.

The present system of trading high value fruits and vegetables in Thailand is responsive to local

market needs, adequately meeting domestic demand･ But exporters are fTrequently confTronted with

a situation where insufficient quantlty and poor quality of fhlits and vegetables prevails,

preventing them to meet export orders.

Farmers generally lack experiences in production and marketingand that the cooperative could

not afford to recruit experienced managers because of insufrlCnet Wage fund. Also,the

Cooperatives Promotion Department does not have enough personnel in operation･

2.2 InstitutionaI Problems

Institutional marketing agencies, including both government and prlVate, have undertaken

activities of buying and selling flarm products fわr different purposes･ As fわr government agents,

e.g･･ Public Warehouse Organization, Marketing Organization for Farmers, and Bank fわr

Agriculture and Agricultural Cooperatives, the prlnClpal policies developed by the government

have to do business directly with members of flarmers'organizations in order to stabilize farm

prlCeS･ These agencies cou]d be judged as non-profTlt Organizations, while the prlVate marketing
organizations belong to groups of middlemen or exporters, e･g･, Rice Mill Association, Rice

Exporter Association, etc., do business directly with llarmers but mainly fわr their own profit･

Agricultural cooperatives also do marketing activities but results mostly are unfavourable.

rrhe major Problems of these institutions are:

i) IJaCk ofcapltal and low-interest loans to run business;

ii) 1nadequate marketing and processlng flacilitiesas silos, rice mills, slaughterhouses, etc.;

iii) Too many complicated regulations that obstruct managerial e-fficiency;

ivI) Poor
marketing efrlCiency, particularly among the government agencies.
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Ⅴ)
The available line of credit fわrgovemment agencies is not sufrlCient to allow slgnificant

increased competition;

vi) The marketing operations of different government agencies are not being coordinated in

a harmonious manner; and

vii) With the exceptlOn Of the Agricultural Cooperative Federation of Thailand, these

agencies do not have a mandate丘)r developlng and implementlng an overall marketing

programme･ Results are o氏en better if preventative programmes are developed and

implemented thall having agencies trying to cope with problems later on･

2.3 Human Resource Problems

Since farmer-members and the cooperatives accounted fわr less than lO% of the total, unfair

practices in the marketing of farm products at the expense of most farmers continue to persist･

The weak spots in management of Agricultural marketing systems through cooperatives are as

fわllows:

Members of the board of directors are lacking in efrlCient administration and

management.

The cooperative staff is small: average of less than three persons each.

Cooperatives lack sufficient operatlng Capital which impedes them from serving the

membersfully.

The working relation among the credit, purchasing and marketing services or the

cooperatives have not been efrlCiently and fully linked.

Most members or cooperatives are not in a position to deliver their products to tl-e

cooperatives in spite Of their loyality to it because of the geographical distance between

their residences and the cooperative facilities･ This is a typical case when private traders

are able to serve the farmers better than the cooperatives.

2･4 Present Government Policies and Ongolng Programs

The government has been implementlng the integrated approach fわr farm products which have

the potential flor export and domestic use･ The government has set up the centre fわrJoint Public-

Private Sector Coordination Programme for Agricultural Development under the Office of

Agricultural Economics of Ministry of Agriculture and Cooperatives･ The setup consists of 4

sectors representLng the private SeCtOrjarmers,
flnanCial institutions, and government agencies.

The government established markets in many production areas, so as to bring together sellers and

buyers together and transact on such commodities as paddy, upland crops, vegetables and ftruits･

The Government also aims at increaslng efrlCiency ln commercial production, processing and

export of selected agricultural products with higher export potential by identifying and

′~｢
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establishing special agro-economic zones, where these products can be produced in a more

intensive manner through concentrated investment in basic in&astructure and processing facilities,

and through easier access to relevant information and financial services･ An action program for

the establishment of these zones will be developed before the end of 1999.

To tackle the above problems, the Royal Thai Government (RTG) has promoted several measures

including establishment of 860 central markets in rural areas. However, the central markets

project did not perfわrm as much as they expected due to lack of coordination with traditional

trading scheme and market network improvement･ In reflect to the unsatisfied excise of the

central markets, Ministry of agriculture and Cooperatives (MOAC) planed to formulate

agrlCultural product markets network as a three tier system with modemization or markets

themselves.

As the first step of the improvement of market system, MOAC fわcuses on medium scale central

markets, relatively large scaled reglOnal/central markets in reglOnal cities and wholesale markets

or distribution centers in Bangkok in order to fb皿ulate core market network.

3. STUDY GOALS AND OBJECTIVES

3･l StudyGoal

Through ]'mprovJng agr]Cultural wholesale markets network, the ultimate goal of the Study are:

-
to rationalize price from-ation mechanisms for agrlCultural products,

hereby increasing farmers'

1nCOme.

-
to increase competitiveness of Thai products through reduced marketing costs

-
to improve quallty OfagrICultura] products; and

-
to strengthen farmers'organizations.

For this end, seveT･al projects and programs should be taken
into
consideration besides this proJeCt Such as

improvement ]ocal who一esale markets improvement and strengthening farmer-supportive institutions.

The Study shall speciflcallv focLIS On Carrylng Out the feasibility study fわr improving/ developlng

wholesale markets in regJOnal cities and Bangkok as a first step･ r寸owever, since the master plan

regardin巳nation-wide wholesale market network has not yet prepared, the e)aborat]･()∩ or the master plail

with a main pし"Pose Ofjustifyingand positionlng the central and reglOnal wholesale markets in the total

agrlCu仙ra】 wholesale marketing system as well as in the nation-wide wholesale markets network sh州be

included ;lS the stし1dv巳OaL
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3･2 Stlldy Objectives

The Study aims at sharing the above study goa]･ 1n more specific sense, the Study aims at obtainlng the

foI Lowlng Outcomes:

- agrlCultural wholesale markets network master plan;

- examinatl'on of project
fTeasibiJity of priority markets improvement; and

-

preparation ofimplementation program on the priorityprojectsfor further OECF
loan.

3.3 StudyArea

The Study shall be divided into 3 components as described below･ The first components oftlle Study

shall fTormulate conceptual master plan on wholesale market network in Thailand, so that the study area

sl-all cover whole nation･ However, after the second components, the study sha]1 focus on priority

markets at the regLOna] cities and Bangkok･ A most, 7 to 10 reglOna] markets including Bangkok

markets shall be selected,

3･4 Target Agricultural Products

The Study shall cover agrlCultura] productsingeneral in the {lrSt component, however, certain target

products, probably vegetables and fruits,and meats, shall be focused on
in
accordance with the selected

target markets to be il--Proved or to be newly developed in the second alld third components.

4. SCOPE OF WORK

The Study shall be composed of the three components such as master planmng, designlng and

implementation programmlng aS follows:

Comp()ne】1t l

Component 2:

ConlPOnent 3:

Wholesale market network master plan

C()-1CePtual design
of priorlt)′Illarkets

Implementation program

4･1 Component I: WhoJesaleMarketNetworkMasterPIan

The component aims at formulating COnCePtual master plan on agrlCuLtural products whoJesa]e maI･kets

net､vork･ Analヽ′sis shall be made based on the sound understandings on the current situatiollS Wl-ict-
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would be grasped though clarification of functions, detailed economic /commercial activities and physical

conditions of current wholesale markets as well as current agrICu]tural marketing channels･ The

conceptual master plan shall be included role and functions of wholesale markets and management

methodo一ogy of wholesales markets with ロew institutional arrangements･ 1t is or great importance tl-at

the master plan should be reaListl'c and practical one so that partlCIPatOry approach of agncutturaL

merchants in the pla□nlng Process is strong一y required･ As the res山ts of the compol-ent, PrlOrlty mal･kets

to be improved shall be identified in accordance with proposed overall agrlCultural products wholesale

markets and distribution center network development strategy･

Detaj]ed work tasks are described beJow:

4･1
･l
Analysis of current situations on agrlCultural products marketing system

4.1･2 AgricuLtura] marketing channe) survey

4･1･3 Existlng WholesaJe markets survey

4･ 1
･4
Review of trade, market and transaction policies ofThailand

4･ 1
･5
Review of past and on-golng Projects and program on agrlCuJtural products marketing

4･ I
･6
Preliminary examination ofnational wholesale market network

4･1･7 Agricultura] merchants survey

41t･8 Forecast of products volume handled

4･】
･9
Formulation ofwholesale markets network master plan

4･ 1 I 10 FormuJation and wholesale markets development action program

41]･t 1 Selection ofpnorlty markets

4･2 Component 2: Conceptual Design of Priority Markets

This component aims at formulatlng COnCePtual design of the prLOrltymarkets, Based on the

determination
of
functions of priorlty markets, site and facilities to be induced in the prJOr]tymarkets

sI-all be exanlilled in col-CePtual design level orstudy depth･ EIA shatl also be taken illtO COIISideratjon

for further step oftlle PrOJeCt･

Detailed work tasks are described below:

4･2･ 1 Formulation offtlnCtion of the pr10rlty markets

-El-



4.2･2 Forecast orproducts volume hand一ed in the priorityI¶arkets

4･2･3 Site and facility pJan of the prioritymarkets

4･2･4 Utility pla】-of the priority markets

4･2･5 Infbrmation system p一an

4･2･6 ConceptuaL design of the Prioritymarkets

4.2.7 Costestimates

412･8 TnitiaL Environmental Examination (IEE) and preparation of TOR for Environmental Impacts

Assessment (EIA)

4･3 Component3: Implementation Program

This component aims at prepar】ng lmplementation program for materiaLizlng the proJeCt1 Operation and

maintenance plan, organization and institutional plan as we7] as wholesale market management plan sha]L

be examined･ 01- the other hand, investn-ent plan and economic and financial analysis aS Well as

irnpLementation schedule shall be discussed in order to smoothly-take over the proJeCt toward a future

OECF Loan project.

Detailed work tasks are described beLow:

4･3･1 Operation andmaintenance p)an

4･3･2 0rganization and institutionaL plan

4･3･3 Managementp】an

4･3･4 Investmentplan

4･3･5 F-conom]'c and financial ana]ysIS

4･3･6 Preparation
ofimpJementation program (I/P)

5. STUJ)Y IMPLEMENTATION

5.1 StudySeheduLe

The Study outcomes will be started December 1999 and be completed
in March 2001. Thus the total

Study period shall be 16 months.
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f丁-Year F.Y.1999 F.Y.2000

Month Nv. Dc. Ja. Fb. Ma. Ap. My, Jn. Jl. Ag. Sp. Ot. Nv. Dc, Ja. Fb. Ma.

Activities

Component1

C()mponent2

Compor】entt

l

Rep()rts ▲▲▲▲▲

ⅠC/RIT/R-1ⅠT/R--2DF/RF/R

5･2 Stamng Requirements

The study team"hould be composed of the foJlowlng lnternationaland Thai experts:

5･2･1 1nter叫s

1) TeamLeader

2) WholesaLe
market System Expert

3) Agricultura】 Marketing and Distribution Expert

4) SiteandFacilityPlanner

5) Uti】ityPlanner

6) EquipmentP】anner

7) Infわrmation System P一anner

8) 1nstitution and Organization Specialist

9) Economist

5･2.2叫s

1) Deputy Team I-eader/ WhoJesale market System Expert

2) Agricultura=Ⅵarketing and Distribution Expert

3) Agricu]tura] F,conomist

4) Architect

5) TransportPlallner

6) EquiplllelltPlallner2



7) SystemEngineer2

8) CostEstimator

9) Environmental Expert

10) Institution and Organization Specialist 2

ll) Economist2

Total man-mollth i叩utS Shall be 35 man-month fわr the international experts and 45 man-month f♭rt】1e

Thaiexperts.

5.3 Special Sub-contract Surveys

The Study Team sha]) conduct the following Surveys With sub-contact basis
for time-savlng. The sub-

contract Thai consultant shall be se一ected and supervised
by the Study Team and be infわrmed to MOAC

on an approprlate timlng.

5.3.1 AQricu]tural Marketin廷Channel Survey

Agricultural
marketing channel survey aims at c)arifyingcurrent agricultural marketing system

by

agrICultural products and pricing mechanism and relevant parties. The survey sha)I be conducted during

the flrst componentperiod. The detailed of the surveys shall be elaborated in the course of the Study.

5.3.2 E叫WIldesa】e markets Survey

Existing Who]esa]e markets survey aims at clarifying of current wholesale markets such as location,

ftlnCtions, dealhg products volume, organization, management, performance and size and avai一able

facilities･ The survey shall be conducted during tJle rlrSt COmPOnellt Period. The detailed of the

surveys shall be e)aborated in the course of the Study.

5.3.3 Agricu】tural Merchants Survey

Agricultural merchants survey aims at re-examinlng Wholesale markets network system which the Stしid､

team wou)d preliminary propose･ The survey shall be conducted with discussion based ot- the propLjSeJ

wholesale markets network system
in
order to check whether the plan is realistic / practical or not. ′Iーfle
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survey shall be conducted during the first component period. The detailed of the surveys shall be

elaborated in the course of the Study.

5･4 Repor･t Submissions

The Study Team shall submit the fbllowlng Outcomes in the course of the Study:

5.4.1 Inception Report

The Study Team shall submit 20 copies Ofthe inceptlOn report Within 15 days after the commencement of

the Study･ The report shall be written in English.

5.4.2 Interim Report

The Study Team shall submit 30 copleS Oftheinterim report within 4 months after the commencement of

the Study･ The report shall be written in English.

The outcomes of the sub-contact suⅣeys sha一lbe compi一ed as annex of the report.

5.4.3 Drall Final Report

The Study Team shall submit 30 copleS Ofthe draft finaL report within 7 months after the commencement

of the
Study. The report shaLl be written

in English

5.4.4 FinaL

The Study Team shall submit 40 copleS Ofthe flnal report within one month after the recept10n Ofthe

comments on the draft rlllal report. The report shalt be written in English.

The Studv Team shall also prepare English and Thai Summary as a part of the final report.

5.5 Semimar

T]le Study Team w= be required to held twice of seminars at approprlate timlng Of interim repoll stage

and draft fl-1al report stage in order to widely exchange comments on the Study from relevant agel-Cies

al-d prIVate SeCtOl∴
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